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建設場所　　　山形県鶴岡市馬場町11‐61
規模　　　　　地上３階／地下１階
敷地面積　　　13,096.84㎡
建築面積　　　5,756.35㎡（延床面積7,846.12㎡）
最高高さ　　　29.56ｍ（軒高28.74ｍ）
客席数　　　　固定席1,120席／多目的鑑賞室15席
設計監理　　　妹島・新穂・石川共同体
　　　　　　　　　株式会社妹島和世建築設計事務所（代表）
　　　　　　　　　株式会社新穂建築設計事務所
　　　　　　　　　株式会社石川設計事務所
施工　　　　　竹中工務店・菅原建設・鈴木工務店特定建設　
　　　　　　　工事共同企業体
　　　　　　　　　株式会社竹中工務店（代表）
　　　　　　　　　菅原建設株式会社
　　　　　　　　　株式会社鈴木工務店
音響設計　　　株式会社永田音響設計
本緞

どん

帳デザイン　千住博『水神』
本緞帳制作　　オリエンタルカーペット株式会社

建　築　概　要

開館時間　　　①10月２日○月～来年３月31日○土
　　　　　　　　…午前９時～午後７時（原則平日）
　　　　　　　②来年４月１日○日以降
　　　　　　　　…午前９時～午後10時
休館日　　　　①催事のない土曜・日曜日、祝日。年末年始
　　　　　　　　（12月29日～１月３日）
　　　　　　　②年末年始
駐車場　　　　153台（うち身体障害者等用４台）
　　　　　　　ほか鶴岡公園周辺の公設駐車場約460台
連絡先　　　　荘銀タクト鶴岡（鶴岡市文化会館）
　　　　　　　〒997‐0035　市内馬場町11‐61
　　　　　　　電話：24‐5188　ファクス：25‐7611

利　用　案　内

鶴岡市文化会館の通称は

荘銀タクト鶴岡【 】

ロゴマーク
（制作：JA印刷山形）

　文化会館の安定的・持続的な
管理運営のためネーミングライ
ツ・パートナー（命名権者）を
募集し、株式会社荘内銀行に決
定しました。
■契約期間
平成29年９月１日～33年３月
31日（３年７か月）
■契約期間　総額
1,300万円（消費税及び地方消
費税除く）

　来年夏までの主な開館記念事業は次の
とおりです。公演の詳細やチケット販売
方法は広報やホームページ等でお知らせ
します。

開館記念事業ラインナップ

▼開館記念事業

◎３月18日○日
　こけら落とし公演
　ＮＨＫ交響楽団公演
◎５月６日○日
　劇団四季公演
◎７月16日○月
　松竹大歌舞伎公演
◎８月25日○土
　海上自衛隊東京音楽隊公演

2

　荘銀タクト鶴岡（鶴岡市文化会館）の本体工事が８月
31日に完了しました。９月４日には事務室が荘銀タク
ト鶴岡へ移転し、来年３月のグランドオープンを目指し
準備を進めています。
　今回の特集では、荘銀タクト鶴岡の建物や館内の紹介、
利用案内や今後の予定などをお知らせします。

TACT「タクト」は

Tsuruoka
Art　　　
Culture
Terrace

鶴岡の芸術文化が集う場所を目指します。

◎問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

庄内藩校致道館から望む

荘銀タクト鶴岡
（鶴岡市文化会館）

完成

特集

鶴岡
芸術
文化
集う場所

市民サポーター募集
　荘銀タクト鶴岡の自主事業でチケット
もぎりや客席案内などをしていただく
「市民サポーター」を募集します。
　観客を迎える側になって開館記念事業
等に参加してみませんか？
■対象
11月中の休日（予定）に行う接客マナ
ー・ホール職員に関する基礎研修（１日）
に参加できる18歳以上（高校生を除く）
の方30人
■内容
開館プレ事業、こけら落とし公演、開館
記念事業に従事する有償ボランティア
（支給対象外：交通費・研修会参加時間給）
■申込み
荘銀タクト鶴岡
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荘銀タクト鶴岡平面図

■市民が集い、つながる回廊空間。エントランスホール

▲庄内藩校致道館を借景としたエントランスホール。地場産木材
を使用したルーバー天井。ソファーや椅子、机などを配置します。

大ホールを囲む回廊型のエントランスホールは、
公演のない日も開放され、いつでも誰でも気軽
に集うことができる交流の広場となります。ミ
ニコンサートや展示などのイベントも行われ、
にぎわいが生まれるまちの広場を目指します。

鶴岡アートフォーラム側のエントランスホール

事務室

託児室

会議室
１

練習室
１

練習室
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楽屋2
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男子トイレ
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トイレ

トイレ／シャワー室／洗濯室

多目的トイレ

親子トイレ

大ホール
入口

▲

▲東１

西１▲

客席１階平面図 客席２階平面図

西３▲

東３

▲

西１▲
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▲

東１ ▲

東２

▲

南２ ▲

南３▲多目的
鑑賞室

楽屋３
楽屋４

楽屋５

4

■一体感ある劇場空間。大ホール 固定席：1,120席（１階817席／２階303席）多目的鑑賞室：15席

舞台と客席とができるだけ近く、観客が
大ホールを囲むような生音の響きを大切
にした臨場感ある劇場空間を作りました。
客席は東北では珍しいワインヤード型の
形状を採用。最新の舞台照明を設置し、
コンサート、演劇、講演会など様々な催
しに対応できる音響設計となっています。

「生音の響き」にこだわった音響
大ホールの壁や天井、手すりは全て曲面で
作られ、豊富な反射音を客席に届け、豊か
で柔らかな響きを生みます。また客席の壁
の突起は音の明瞭さを創り出します。

小ホール
大ホールの演技エリア
（14m×14m）と同じ
大きさ。移動式の椅子
を約200席配置するこ
とができ、本番前のリ
ハーサルや小規模の公
演等に利用できます。

アーティストラウンジ
楽屋の近くに演者がゆ
ったりと憩いの時間を
過ごすことができる空
間を設けています。屋
外のテラスもあり内川
の風景も楽しめます。

楽屋１～６
全６室で合計約75人が利
用できます。大きさは定員
ごとに３つに分かれ（約
30人１室、15人２室、５
人３室）、公演の規模に合
わせて使うことができます。

練習室１・２
それぞれ独立した防振遮音
構造の部屋で、大ホールか
ら離れた位置にあります。
ダンス等にも使えるよう、
床は柔らかい木下地のフロ
ーリングを採用しています。

その他の諸室
■会議室（会議室１・会議室２）
　楽屋にも転用可能
■事務室・託児室
　エントランスホールから分かりや
　すい場所に配置。託児室が隣接
■搬出入室
　11tトラック２台収納可能

会議室

本緞帳『水神』
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い
で
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光ひ
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り
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ほ
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は
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6

特
集

鶴
岡
市
民
歌

み
ん
な
で
歌
い
継
ご
う

保岡直樹さん

新実徳英さん

　
鶴
岡
に
は
ご
縁
が
あ
っ
て
、
何
度
も
訪
れ

た
こ
と
が
あ
り
、
市
民
に
な
っ
た
気
持
ち
で

作
詞
し
ま
し
た
。
一
番
で
は
豊
か
な
自
然
、

二
番
で
は
歴
史
や
伝
統
、
三
番
で
は
未
来
に

向
け
た
夢
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
子
供
で
も
歌
え
る
よ
う
難
し
い
言
葉
を
使

わ
ず
に
、
明
る
く
清
ら
か
に
元
気
が
出
る
よ

　
市
民
の
皆
様
が
楽
し
く
、
誇
ら
か
に
、
そ

し
て
親
し
み
を
持
っ
て
歌
っ
て
く
だ
さ
る
よ

う
な
曲
に
し
た
い
と
思
い
作
曲
し
ま
し
た
。

　
曲
は
厳
か
な
部
分
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て

躍
動
し
て
い
く
部
分
、
そ
し
て
高
ら
か
に
鶴

岡
を
歌
い
上
げ
る
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
平
成
二
十
七
年
度
の
鶴
岡
市
合
併
・
市
制
施
行
十
周
年
を

契
機
に
制
作
を
進
め
て
き
た
鶴
岡
市
民
歌
が
完
成
し
ま
し
た
。

市
民
歌
の
歌
詞
や
楽
譜
、
作
詞
者
・
作
曲
者
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
合
せ
　
本
所
総
務
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
３
１
３

合
併
・
市
制
施
行
十
周
年
を

契
機
と
し
て

　
合
併
前
の
旧
市
町
村
に
は
市
民
歌
や
町
民

歌
、
音
頭
が
あ
り
ま
し
た
が
、
合
併
後
の
鶴

岡
市
に
は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

様
々
な
節
目
や
機
会
に
市
民
歌
を
歌
う
こ
と

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
体
感
の
醸
成
や
、

鶴
岡
に
誇
り
を
感
じ
て
明
る
い
未
来
へ
の
希

望
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

合
併
・
市
制
施
行
十
周
年
を
迎
え
た
二
十
七

年
度
に
市
民
で
構
成
す
る
鶴
岡
市
民
歌
制
定

委
員
会
を
設
置
し
、
制
作
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
ま
し
た
。
歌
詞
は
全
国
か
ら
公
募
し
、

百
三
十
三
件
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
保
岡
直

樹
さ
ん
の
歌
詞
に
決
定
。
作
曲
は
多
く
の
作

品
が
国
内
外
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
新
実
徳
英

さ
ん
に
依
頼
し
ま
し
た
。

市
民
が
参
加
し
Ｃ
Ｄ
を
制
作

　
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
市
民
歌
を
、
作

曲
者
の
新
実
さ
ん
立
会
い
の
下
、
鶴
岡
南
高

校
吹
奏
楽
研
究
会
が
演
奏
、
鶴
岡
放
送
児
童

合
唱
団
・
鶴
岡
北
高
校
音
楽
部
・
鶴
岡
土
曜

会
混
声
合
唱
団
が
歌
唱
し
、
Ｃ
Ｄ
を
制
作
し

ま
し
た
。

親
し
ま
れ
歌
い
継
が
れ
る
　

市
民
歌
に

　
市
は
市
民
歌
が
広
く
親
し
ま
れ
、
末
長
く

歌
い
継
が
れ
る
よ
う
、
Ｃ
Ｄ
を
市
内
各
学
校

等
の
ほ
か
、
希
望
す
る
方
に
本
所
総
務
課
で

お
配
り
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
普
及
に

努
め
ま
す
。
ぜ
ひ
、
歌
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

作　詞

作　曲

　
作
詞
　
保
岡
　
直
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作
曲
　
新
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鶴
岡
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ル
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し
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。
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。
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。
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。
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。
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市政功労表彰・善行表彰を10月１日（市制施行記念日）に行います

　善行表彰とは、個人または団体
の方で市の公益のために多額の金
品等を寄贈し、または奇特な行為
など市民の模範となるべき善行に
対して表彰するものです。
　次の３団体が10月１日の市制
施行記念式典で表彰されます。

　当グループは山形空調株式会社など４つの企業
から構成される企業グループで、創業50周年を
記念した社会貢献事業として、地域医療の充実の
ため平成29年２月に鶴岡市立荘内病院に5,000
万円の寄附がありました。
　荘内病院では、医師の確保を目的として、医師
を目指す医学生を経済的に支援する修学資金貸与
を実施していますが、このたびの寄附金を基に基
金を創設し、今年度から貸与資金の一部に充て、
基金の運用を行っています。安全・安心な医療の
提供のため医師確保は本市の喫緊の課題であり、
地域医療の充実に寄与されるものです。

ＵＳグループ 
（昭和39年上野商店として設立）　大淀川

■善行表彰

　市では、本市の発展に尽くされた方を市政功労者として表
彰し、その功績をたたえています。
　今年度は、次の３人の方が10月１日の市制施行記念式典
で表彰されます（この表彰は、鶴岡市表彰条例に基づいて行
われるものです）。

　
〈災害防護功労〉　伊藤 俊昭 氏 （66歳） 藤沢

　昭和46年４月鶴岡市消防団に入
団以来、平成29年３月まで46年の
永きにわたり消防業務に精励し、防
火防災思想の普及啓蒙に尽力される
とともに、幾多の消防防災活動の第
一線において活躍されました。その
間、平成14年４月から鶴岡市消防
団副団長として、災害に際し常に最
前線で団員を指揮し、被害の軽減に

貢献されました。平成17年10月の
市町村合併に伴う鶴岡市連合消防団
の誕生を経て、平成20年４月に消
防団組織の統一と指揮命令権の一元
化を図った改編後の鶴岡市消防団に
おいて、平成24年４月から鶴岡市
消防団長として消防組織の融合と整
備強化に尽力されるなど、市民生活
の安定に寄与されました。

■市制功労表彰

8

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市政功労表彰・善行表彰を10月１日（市制施行記念日）に行います
市政功労表彰・善行表彰

■問本所総務課☎内線300

荘内三菱電機商品販売株式会社
（昭和23年５月設立）　宝田二丁目

　創立70周年を記念した社会貢献事業として、
福祉活動の充実のため平成29年８月に本市に車
椅子対応のリフト付きマイクロバス１台の寄附が
あり、創立50周年時にも同様の目的のためマイ
クロバス１台の寄附がありました。
　寄附された車両は、地域福祉の増進を図ること
を目的に、福祉に関する活動・研修等を対象とし
た福祉バス運行事業として年間約9,000人の方が
利用し、また、高齢者及び障害者のスポーツ活動
等でも利用するもので、車椅子での移動が必要な
市民の福祉事業への参加も促進し、本市の高齢者・
障害者福祉事業及び福祉活動の充実に寄与される
ものです。

太田産商株式会社
（昭和42年４月設立）　大宝寺

　創立50周年を記念した社会貢献事業として、
子供たちの学習環境の充実のため小・中学校のグ
ランドピアノ購入費用として平成29年８月に本
市に1,000万円の寄附がありました。
　本市では音楽教育活動に力を入れ、とりわけ中
学校の合唱は東北や全国の各種コンクールで上位
に入賞するなど目覚ましい成果を上げています。
日常の学習や部活動においてもグランドピアノは
大いに活用されているところであり、このたびの
ご寄附による購入は、より一層の学習環境の整備、
音楽教育活動の充実に寄与されるものです。

　
〈災害防護功労〉　菅原 誠 氏 （66歳） 苗津町

　昭和46年４月鶴岡市消防団に入
団以来、平成29年３月まで46年の
永きにわたり消防業務に精励し、防
火防災思想の普及啓蒙に尽力される
とともに、幾多の消防防災活動の第
一線において活躍されました。平成
10年４月に鶴岡市消防団分団長に
就任し、平成17年10月の市町村合併
に伴う鶴岡市連合消防団の誕生を経

て、平成20年４月に消防団組織の
統一と指揮命令権の一元化を図った
改編後の鶴岡市消防団において、平
成20年４月から鶴岡市消防団副団
長として団長とともに消防組織の融
合と整備強化に尽力されました。ま
た、災害に際し常に最前で団員を指
揮し、被害の軽減に貢献し、市民生
活の安定に寄与されました。

　
〈災害防護功労〉　鈴木 雅紀 氏 （60歳） 小中島

　昭和59年４月藤島町消防団に入
団以来、平成29年３月まで33年の
永きにわたり消防業務に精励し、防
火防災思想の普及啓蒙に尽力される
とともに、幾多の消防防災活動の第
一線において活躍されました。平成
16年４月に藤島町消防団副団長に
就任し、平成17年10月の市町村合
併に伴う鶴岡市連合消防団の誕生を

経て、平成20年４月に消防団組織
の統一と指揮命令権の一元化を図っ
た改編後の鶴岡市消防団において、
平成20年４月から鶴岡市消防団副
団長として団長とともに消防組織の
融合と整備強化に尽力されました。
また、災害に際し常に最前で団員を
指揮し、被害の軽減に貢献し、市民
生活の安定に寄与されました。
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市政功労表彰・善行表彰を10月１日（市制施行記念日）に行います

　善行表彰とは、個人または団体
の方で市の公益のために多額の金
品等を寄贈し、または奇特な行為
など市民の模範となるべき善行に
対して表彰するものです。
　次の３団体が10月１日の市制
施行記念式典で表彰されます。

　当グループは山形空調株式会社など４つの企業
から構成される企業グループで、創業50周年を
記念した社会貢献事業として、地域医療の充実の
ため平成29年２月に鶴岡市立荘内病院に5,000
万円の寄附がありました。
　荘内病院では、医師の確保を目的として、医師
を目指す医学生を経済的に支援する修学資金貸与
を実施していますが、このたびの寄附金を基に基
金を創設し、今年度から貸与資金の一部に充て、
基金の運用を行っています。安全・安心な医療の
提供のため医師確保は本市の喫緊の課題であり、
地域医療の充実に寄与されるものです。

ＵＳグループ 
（昭和39年上野商店として設立）　大淀川

■善行表彰

　市では、本市の発展に尽くされた方を市政功労者として表
彰し、その功績をたたえています。
　今年度は、次の３人の方が10月１日の市制施行記念式典
で表彰されます（この表彰は、鶴岡市表彰条例に基づいて行
われるものです）。

　
〈災害防護功労〉　伊藤 俊昭 氏 （66歳） 藤沢

　昭和46年４月鶴岡市消防団に入
団以来、平成29年３月まで46年の
永きにわたり消防業務に精励し、防
火防災思想の普及啓蒙に尽力される
とともに、幾多の消防防災活動の第
一線において活躍されました。その
間、平成14年４月から鶴岡市消防
団副団長として、災害に際し常に最
前線で団員を指揮し、被害の軽減に

貢献されました。平成17年10月の
市町村合併に伴う鶴岡市連合消防団
の誕生を経て、平成20年４月に消
防団組織の統一と指揮命令権の一元
化を図った改編後の鶴岡市消防団に
おいて、平成24年４月から鶴岡市
消防団長として消防組織の融合と整
備強化に尽力されるなど、市民生活
の安定に寄与されました。

■市制功労表彰

8

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市政功労表彰・善行表彰を10月１日（市制施行記念日）に行います
市政功労表彰・善行表彰

■問本所総務課☎内線300

荘内三菱電機商品販売株式会社
（昭和23年５月設立）　宝田二丁目

　創立70周年を記念した社会貢献事業として、
福祉活動の充実のため平成29年８月に本市に車
椅子対応のリフト付きマイクロバス１台の寄附が
あり、創立50周年時にも同様の目的のためマイ
クロバス１台の寄附がありました。
　寄附された車両は、地域福祉の増進を図ること
を目的に、福祉に関する活動・研修等を対象とし
た福祉バス運行事業として年間約9,000人の方が
利用し、また、高齢者及び障害者のスポーツ活動
等でも利用するもので、車椅子での移動が必要な
市民の福祉事業への参加も促進し、本市の高齢者・
障害者福祉事業及び福祉活動の充実に寄与される
ものです。

太田産商株式会社
（昭和42年４月設立）　大宝寺

　創立50周年を記念した社会貢献事業として、
子供たちの学習環境の充実のため小・中学校のグ
ランドピアノ購入費用として平成29年８月に本
市に1,000万円の寄附がありました。
　本市では音楽教育活動に力を入れ、とりわけ中
学校の合唱は東北や全国の各種コンクールで上位
に入賞するなど目覚ましい成果を上げています。
日常の学習や部活動においてもグランドピアノは
大いに活用されているところであり、このたびの
ご寄附による購入は、より一層の学習環境の整備、
音楽教育活動の充実に寄与されるものです。

　
〈災害防護功労〉　菅原 誠 氏 （66歳） 苗津町

　昭和46年４月鶴岡市消防団に入
団以来、平成29年３月まで46年の
永きにわたり消防業務に精励し、防
火防災思想の普及啓蒙に尽力される
とともに、幾多の消防防災活動の第
一線において活躍されました。平成
10年４月に鶴岡市消防団分団長に
就任し、平成17年10月の市町村合併
に伴う鶴岡市連合消防団の誕生を経

て、平成20年４月に消防団組織の
統一と指揮命令権の一元化を図った
改編後の鶴岡市消防団において、平
成20年４月から鶴岡市消防団副団
長として団長とともに消防組織の融
合と整備強化に尽力されました。ま
た、災害に際し常に最前で団員を指
揮し、被害の軽減に貢献し、市民生
活の安定に寄与されました。

　
〈災害防護功労〉　鈴木 雅紀 氏 （60歳） 小中島

　昭和59年４月藤島町消防団に入
団以来、平成29年３月まで33年の
永きにわたり消防業務に精励し、防
火防災思想の普及啓蒙に尽力される
とともに、幾多の消防防災活動の第
一線において活躍されました。平成
16年４月に藤島町消防団副団長に
就任し、平成17年10月の市町村合
併に伴う鶴岡市連合消防団の誕生を

経て、平成20年４月に消防団組織
の統一と指揮命令権の一元化を図っ
た改編後の鶴岡市消防団において、
平成20年４月から鶴岡市消防団副
団長として団長とともに消防組織の
融合と整備強化に尽力されました。
また、災害に際し常に最前で団員を
指揮し、被害の軽減に貢献し、市民
生活の安定に寄与されました。
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　～支給認定の流れ～
子供が満３歳以上 子供が満３歳未満

▼ ▼ ▼
幼稚園・認定こども園の
教育利用を希望する

保育園・認定こども園の
保育利用を希望する

保育園・認定こども園・地域型保育の
保育利用を希望する

▼ ▼ ▼ ▼

新制度に移行しない
幼稚園を希望する

新制度に移行した
幼稚園・認定こども

園を希望する
両親が仕事や病気等で

保育を必要とする
両親が仕事や病気等で

保育を必要とする

▼ ▼ ▼ ▼

直接、幼稚園に
利用申込みをする。

（支給認定申請は不要）

該当施設
○みどり幼稚園

直接、施設に利用
申込みをする。

施設を通じて、市に支
給認定申請を行う。

市に支給認定申請及び
入所申込みをする。

申請者の希望、保育園等の状況
などで、市が利用調整を行う。

市に支給認定申請及び
入所申込みをする。

申請者の希望、保育園等の状況
などで、市が利用調整を行う。

▼ ▼ ▼
１号認定利用 ２号認定利用 ３号認定利用

表１の施設 表２の施設 表２の施設

表１【１号認定者が利用できる施設】  
園　名 最小受入年齢 保育時間※ 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） 満３歳 8：30～14：00 85人 ☎24‐7164
♠りっしょう（西新斎町） 満３歳 8：00～14：00 15人 ☎33‐8772

〈♠予定〉美咲（美咲町） ３歳児 8：00～14：00 12人 ☎28‐3331
♦若葉（若葉町） 満３歳 8：00～14：00 15人 ☎22‐2237
♦鶴岡（泉町） 満３歳 8：30～14：00 133人 ☎22‐0658

〈♦予定〉マリア（馬場町） 満３歳 8：30～14：00 90人 ☎22‐5831
〈♦予定〉和光（我老林） 満３歳 8：00～14：00 40人 ☎22‐8835
♦いなば（藤島） 満３歳 8：10～14：00 15人 ☎64‐2310
♥にしごう（下川） 満３歳 8：30～14：00 15人 ☎64‐0245
♣大宝（大宝寺町） 満３歳 8：30～14：00 120人 ☎22‐1883

表２【２号・３号認定者が利用できる施設】 
園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） ３か月 7：30～19：00 57人 ☎24‐7164
♠りっしょう（西新斎町） ２か月 7：00～19：00 75人 ☎33‐8772

〈♠予定〉美咲（美咲町） ２か月 7：00～19：00 90人 ☎28‐3331
♦若葉（若葉町） １歳児 7：30～18：30 22人 ☎22‐2237
♦鶴岡（泉町） 満３歳 7：15～19：00 77人 ☎22‐0658

〈♦予定〉マリア（馬場町） 満３歳 7：30～18：30 50人 ☎22‐5831
〈♦予定〉和光（我老林） 満３歳 7：30～18：30 20人 ☎22‐8835
♦いなば（藤島）　 満３歳 7：30～19：00 10人 ☎64‐2310
♥にしごう（下川） 満２歳 7：30～19：00 20人 ☎64‐0245
◎かたばみ（家中新町） ３か月 7：30～18：30 100人 ☎22‐0686
◎東部（日出一丁目） ３か月 7：15～19：00 120人 ☎22‐2142
◎西部（新海町） ３か月 7：30～18：30 100人 ☎23‐5646

※預かり保育も行っています。詳しくは各園にお問い合わせください。

■施設利用のための支給認定
 「子ども・子育て支援新制度」では、
施設等（認定こども園、幼稚園、保育
所、地域型保育）を利用する場合、支
給認定を受ける必要があります。認定
には、子供の年齢や利用希望等によっ
て、３つの区分（１号認定〈満３歳以
上・教育標準時間認定〉、２号認定〈満
３歳以上・保育認定〉、３号認定〈満
３歳未満・保育認定〉）があり、区分
に応じて利用できる施設が決まります。

■１号認定での利用の場合
▷対象…本市に住民登録があり、教育
　利用を希望する児童（本市へ転入予
　定の児童も受け付けます）
▷提出書類…支給認定申請書（入所申
　込書を兼ねる）   　
▷手続きの流れ…①10月2日○月 から各
　園（表１）に直接利用希望の申込みを　
　行い、入園の内定を受けます（市への
　支給認定申請は、各園を通じて行わ
　れます）  ②来年 1 月下旬に、市から
　支給認定書が交付されます（各園か
　ら入園に関する案内があります）

■２号・３号認定での利用の場合
▷対象…本市に住民登録があり、両親
　が仕事や病気等のため､ 保育を必要

来年度の認定こども園・幼稚園・保育園等入園児募集について

10■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

入園児募集

■問各園、本所子育て推進課☎内線148または各地域庁舎市民福祉課へ

園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号
◎南部（美原町） ３か月 7：30～18：30 120人 ☎22‐0527
◎松原（宝町） ３か月 7：15～19：00 110人 ☎29‐1501
◎荘内教会（本町三丁目） ２か月 7：30～19：00 70人 ☎25‐7070
◎常念寺（本園・分園）（睦町） ２か月 7：00～19：00 150人 ☎24‐9055
◎道形（道形町） ２か月 7：20～19：00 100人 ☎22‐5841
◎新形（新形町） ２か月 7：30～19：00 90人 ☎23‐2568
◎ちとせ（稲生一丁目） ５か月 7：20～19：00 60人 ☎22‐0742
◎美咲の森（美咲町） ２か月 7：00～19：00 75人 ☎24‐5555
◎由良（由良一丁目） ３か月 7：00～19：00 45人 ☎73‐2276
◎大山（大山二丁目） ２か月 7：30～19：00 150人 ☎33‐2033
◎大山分園（大山二丁目） ５歳児 7：30～19：00 40人 ☎33‐3250
◎栄（播磨） ５か月 7：30～18：00 50人 ☎29‐2102
◎大泉（白山） ６か月 7：15～18：45 90人 ☎23‐7332
◎湯田川（藤沢） ２か月 7：30～18：30 60人 ☎35‐2017
◎民田（民田） ５か月 7：30～18：00 40人 ☎24‐4517
◎小堅（堅苔沢） ６か月 7：30～18：00 20人 ☎73‐2330
◎上郷（みずほ） ２か月 7：30～18：00 60人 ☎35‐3392
◎田川（田川） ６か月 7：30～18：00 30人 ☎35‐2715
◎三瀬（三瀬） ２か月 7：00～19：00 60人 ☎73‐3500
◎黄金（青龍寺） ６か月 7：30～18：00 70人 ☎24‐4645
◎ひばり（下川） ５か月 7：30～19：00 100人 ☎75‐3033
◎ほなみ（高田） ３か月 7：15～18：45 90人 ☎28‐2152
◎藤島こりす（藤の花一丁目） ３歳児 7：30～19：00 170人 ☎78‐2588
◎藤島くりくり（藤島） ６か月 7：30～19：00 90人 ☎64‐2167
◎大東（羽黒町手向） １歳児 7：30～18：00 45人 ☎62‐2156
◎貴船（羽黒町後田） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2155
◎いずみ（羽黒町市野山） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2153
◎くしびき（上山添） ２か月 7：15～19：00 60人 ☎57‐5081
◎くしびき東部（黒川） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐4153
◎くしびき西部（上山添） ３歳児 7：15～19：00 80人 ☎57‐2848
◎くしびき南部（東荒屋） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐2845
◎朝日（下名川） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎53‐2969
◎あつみ（温海） ２か月 7：45～18：00 80人 ☎43‐3901
◎鼠ヶ関（鼠ヶ関） ２か月 7：45～18：00 40人 ☎44‐2133
◎山戸（山五十川） ２か月 7：45～17：30 20人 ☎45‐2718
◎福栄（木野俣） ２か月 7：45～17：30 20人 ☎47‐2883
★ニチイキッズつるおか駅前保育園（大宝寺町） ２か月 7：00～19：00 19人 ☎26‐2131
★ベビー＆キッズルームばあば・ぱぱ（苗津町） ３か月 7：30～18：30 6人 ☎77‐4113
★鈴の音（苗津町） ３か月 7：30～18：30 12人 ☎33‐8455

　とする児童（出生予定、本市へ転入
　予定の児童も受け付けます）
▷申請書の配布…10月２日○月から各園
　（表２）、本所子育て推進課及び各地
　域庁舎市民福祉課で配布します
▷申請書の受付…10月２日○月～31日○火
　に上記配布場所で受け付けます（で
　きるだけ第１希望の園へお申し込み　
　ください）
▷提出書類…支給認定申請書（入所申
　込書を兼ねる）、就労証明書、保育
　料納付誓約書、口座振替依頼書等
▷入園の決定…来年１月下旬に郵送で
　通知予定です
※年度途中の入園希望も､ 受付期間内
　にお申し込みください｡ 期間外の申
　込みには対応できない場合がありま
　す｡
※新規受入可能人数以上の申込みがあ
　った場合は、面接等で調整します。
　対象者には郵送で通知します。
※各園の受入年齢は就学前までですが
　下記の園は受入年齢が異なります。
　〈鶴岡地域〉
　・大山保育園…４歳児まで
　・常念寺保育園分園…１歳児まで
　・地域型保育の３施設…２歳児まで
　〈藤島地域〉
　・藤島くりくり保育園…２歳児まで
　〈櫛引地域〉
　・くしびき保育園…２歳児まで

■１号・２号・３号認定共通
▷保育料は保護者の今年度の市民税額
　に応じて決まります。　
▷定員は、現行の認可定員であり、新
　規受入人数ではありません。各園及
　び年齢によって新規受入人数は異な
　り、若干名となる園もあります。ま
　た、受入年齢や保育時間も変更され
　る場合があります。
▷入園手続き等の詳細は、申込書と同
　時に配布する「入園のてびき」を参
　考にしてください。

♠＝認定こども園（幼保連携型）、♦＝認定こども園（幼稚園型）、♥＝認定こども
園（保育所型）、♣＝幼稚園、◎＝保育所、★＝地域型保育

来年度の認定こども園・幼稚園・保育園等入園児募集について
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　～支給認定の流れ～
子供が満３歳以上 子供が満３歳未満

▼ ▼ ▼
幼稚園・認定こども園の
教育利用を希望する

保育園・認定こども園の
保育利用を希望する

保育園・認定こども園・地域型保育の
保育利用を希望する

▼ ▼ ▼ ▼

新制度に移行しない
幼稚園を希望する

新制度に移行した
幼稚園・認定こども

園を希望する
両親が仕事や病気等で

保育を必要とする
両親が仕事や病気等で

保育を必要とする

▼ ▼ ▼ ▼

直接、幼稚園に
利用申込みをする。

（支給認定申請は不要）

該当施設
○みどり幼稚園

直接、施設に利用
申込みをする。

施設を通じて、市に支
給認定申請を行う。

市に支給認定申請及び
入所申込みをする。

申請者の希望、保育園等の状況
などで、市が利用調整を行う。

市に支給認定申請及び
入所申込みをする。

申請者の希望、保育園等の状況
などで、市が利用調整を行う。

▼ ▼ ▼
１号認定利用 ２号認定利用 ３号認定利用

表１の施設 表２の施設 表２の施設

表１【１号認定者が利用できる施設】  
園　名 最小受入年齢 保育時間※ 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） 満３歳 8：30～14：00 85人 ☎24‐7164
♠りっしょう（西新斎町） 満３歳 8：00～14：00 15人 ☎33‐8772

〈♠予定〉美咲（美咲町） ３歳児 8：00～14：00 12人 ☎28‐3331
♦若葉（若葉町） 満３歳 8：00～14：00 15人 ☎22‐2237
♦鶴岡（泉町） 満３歳 8：30～14：00 133人 ☎22‐0658

〈♦予定〉マリア（馬場町） 満３歳 8：30～14：00 90人 ☎22‐5831
〈♦予定〉和光（我老林） 満３歳 8：00～14：00 40人 ☎22‐8835
♦いなば（藤島） 満３歳 8：10～14：00 15人 ☎64‐2310
♥にしごう（下川） 満３歳 8：30～14：00 15人 ☎64‐0245
♣大宝（大宝寺町） 満３歳 8：30～14：00 120人 ☎22‐1883

表２【２号・３号認定者が利用できる施設】 
園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） ３か月 7：30～19：00 57人 ☎24‐7164
♠りっしょう（西新斎町） ２か月 7：00～19：00 75人 ☎33‐8772

〈♠予定〉美咲（美咲町） ２か月 7：00～19：00 90人 ☎28‐3331
♦若葉（若葉町） １歳児 7：30～18：30 22人 ☎22‐2237
♦鶴岡（泉町） 満３歳 7：15～19：00 77人 ☎22‐0658

〈♦予定〉マリア（馬場町） 満３歳 7：30～18：30 50人 ☎22‐5831
〈♦予定〉和光（我老林） 満３歳 7：30～18：30 20人 ☎22‐8835
♦いなば（藤島）　 満３歳 7：30～19：00 10人 ☎64‐2310
♥にしごう（下川） 満２歳 7：30～19：00 20人 ☎64‐0245
◎かたばみ（家中新町） ３か月 7：30～18：30 100人 ☎22‐0686
◎東部（日出一丁目） ３か月 7：15～19：00 120人 ☎22‐2142
◎西部（新海町） ３か月 7：30～18：30 100人 ☎23‐5646

※預かり保育も行っています。詳しくは各園にお問い合わせください。

■施設利用のための支給認定
 「子ども・子育て支援新制度」では、
施設等（認定こども園、幼稚園、保育
所、地域型保育）を利用する場合、支
給認定を受ける必要があります。認定
には、子供の年齢や利用希望等によっ
て、３つの区分（１号認定〈満３歳以
上・教育標準時間認定〉、２号認定〈満
３歳以上・保育認定〉、３号認定〈満
３歳未満・保育認定〉）があり、区分
に応じて利用できる施設が決まります。

■１号認定での利用の場合
▷対象…本市に住民登録があり、教育
　利用を希望する児童（本市へ転入予
　定の児童も受け付けます）
▷提出書類…支給認定申請書（入所申
　込書を兼ねる）   　
▷手続きの流れ…①10月2日○月 から各
　園（表１）に直接利用希望の申込みを　
　行い、入園の内定を受けます（市への
　支給認定申請は、各園を通じて行わ
　れます）  ②来年 1 月下旬に、市から
　支給認定書が交付されます（各園か
　ら入園に関する案内があります）

■２号・３号認定での利用の場合
▷対象…本市に住民登録があり、両親
　が仕事や病気等のため､ 保育を必要

来年度の認定こども園・幼稚園・保育園等入園児募集について

10■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

入園児募集

■問各園、本所子育て推進課☎内線148または各地域庁舎市民福祉課へ

園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号
◎南部（美原町） ３か月 7：30～18：30 120人 ☎22‐0527
◎松原（宝町） ３か月 7：15～19：00 110人 ☎29‐1501
◎荘内教会（本町三丁目） ２か月 7：30～19：00 70人 ☎25‐7070
◎常念寺（本園・分園）（睦町） ２か月 7：00～19：00 150人 ☎24‐9055
◎道形（道形町） ２か月 7：20～19：00 100人 ☎22‐5841
◎新形（新形町） ２か月 7：30～19：00 90人 ☎23‐2568
◎ちとせ（稲生一丁目） ５か月 7：20～19：00 60人 ☎22‐0742
◎美咲の森（美咲町） ２か月 7：00～19：00 75人 ☎24‐5555
◎由良（由良一丁目） ３か月 7：00～19：00 45人 ☎73‐2276
◎大山（大山二丁目） ２か月 7：30～19：00 150人 ☎33‐2033
◎大山分園（大山二丁目） ５歳児 7：30～19：00 40人 ☎33‐3250
◎栄（播磨） ５か月 7：30～18：00 50人 ☎29‐2102
◎大泉（白山） ６か月 7：15～18：45 90人 ☎23‐7332
◎湯田川（藤沢） ２か月 7：30～18：30 60人 ☎35‐2017
◎民田（民田） ５か月 7：30～18：00 40人 ☎24‐4517
◎小堅（堅苔沢） ６か月 7：30～18：00 20人 ☎73‐2330
◎上郷（みずほ） ２か月 7：30～18：00 60人 ☎35‐3392
◎田川（田川） ６か月 7：30～18：00 30人 ☎35‐2715
◎三瀬（三瀬） ２か月 7：00～19：00 60人 ☎73‐3500
◎黄金（青龍寺） ６か月 7：30～18：00 70人 ☎24‐4645
◎ひばり（下川） ５か月 7：30～19：00 100人 ☎75‐3033
◎ほなみ（高田） ３か月 7：15～18：45 90人 ☎28‐2152
◎藤島こりす（藤の花一丁目） ３歳児 7：30～19：00 170人 ☎78‐2588
◎藤島くりくり（藤島） ６か月 7：30～19：00 90人 ☎64‐2167
◎大東（羽黒町手向） １歳児 7：30～18：00 45人 ☎62‐2156
◎貴船（羽黒町後田） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2155
◎いずみ（羽黒町市野山） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2153
◎くしびき（上山添） ２か月 7：15～19：00 60人 ☎57‐5081
◎くしびき東部（黒川） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐4153
◎くしびき西部（上山添） ３歳児 7：15～19：00 80人 ☎57‐2848
◎くしびき南部（東荒屋） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐2845
◎朝日（下名川） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎53‐2969
◎あつみ（温海） ２か月 7：45～18：00 80人 ☎43‐3901
◎鼠ヶ関（鼠ヶ関） ２か月 7：45～18：00 40人 ☎44‐2133
◎山戸（山五十川） ２か月 7：45～17：30 20人 ☎45‐2718
◎福栄（木野俣） ２か月 7：45～17：30 20人 ☎47‐2883
★ニチイキッズつるおか駅前保育園（大宝寺町） ２か月 7：00～19：00 19人 ☎26‐2131
★ベビー＆キッズルームばあば・ぱぱ（苗津町） ３か月 7：30～18：30 6人 ☎77‐4113
★鈴の音（苗津町） ３か月 7：30～18：30 12人 ☎33‐8455

　とする児童（出生予定、本市へ転入
　予定の児童も受け付けます）
▷申請書の配布…10月２日○月から各園
　（表２）、本所子育て推進課及び各地
　域庁舎市民福祉課で配布します
▷申請書の受付…10月２日○月～31日○火
　に上記配布場所で受け付けます（で
　きるだけ第１希望の園へお申し込み　
　ください）
▷提出書類…支給認定申請書（入所申
　込書を兼ねる）、就労証明書、保育
　料納付誓約書、口座振替依頼書等
▷入園の決定…来年１月下旬に郵送で
　通知予定です
※年度途中の入園希望も､ 受付期間内
　にお申し込みください｡ 期間外の申
　込みには対応できない場合がありま
　す｡
※新規受入可能人数以上の申込みがあ
　った場合は、面接等で調整します。
　対象者には郵送で通知します。
※各園の受入年齢は就学前までですが
　下記の園は受入年齢が異なります。
　〈鶴岡地域〉
　・大山保育園…４歳児まで
　・常念寺保育園分園…１歳児まで
　・地域型保育の３施設…２歳児まで
　〈藤島地域〉
　・藤島くりくり保育園…２歳児まで
　〈櫛引地域〉
　・くしびき保育園…２歳児まで

■１号・２号・３号認定共通
▷保育料は保護者の今年度の市民税額
　に応じて決まります。　
▷定員は、現行の認可定員であり、新
　規受入人数ではありません。各園及
　び年齢によって新規受入人数は異な
　り、若干名となる園もあります。ま
　た、受入年齢や保育時間も変更され
　る場合があります。
▷入園手続き等の詳細は、申込書と同
　時に配布する「入園のてびき」を参
　考にしてください。

♠＝認定こども園（幼保連携型）、♦＝認定こども園（幼稚園型）、♥＝認定こども
園（保育所型）、♣＝幼稚園、◎＝保育所、★＝地域型保育

来年度の認定こども園・幼稚園・保育園等入園児募集について
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■日
10
月
１
日
○日
　
■
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営
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体
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社
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法
人
あ
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福
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０
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０
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■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

使って便利なマイナンバーカード
通知カード・マイナンバーカードとコンビニ交付サービス

■問本所市民課☎内線116または各地域庁舎市民福祉課へ

取得できる証明書 交付手数料 利用時間※ 取得できる範囲［要件］
現在の住民票の写し

１通400円 午前６時30分～午後
11時

本人分、本人と同一世帯員分
印鑑登録証明書 本人分［本市で印鑑登録している］
平成29年度の所得・課税証明書 本人分［29年１月１日本市に住民登録がある］
現在の戸籍全部（個人）事項証明書 １通450円 土曜・日曜日、祝日を除く平日

の午前９時～午後５時15分
本人分、本人と同一戸籍者分［本市に本籍
がある］現在の戸籍の附票の写し １通400円

取得できる証明書は次の５つ（全て最新の証明書）

※年末年始（12月29日～１月３日）や保守点検日（不定期）は利用できません。

■通知カード・マイナンバーカード
▼マイナンバーカードの利用方法
①顔写真付身分証明書として利用できます。
②コンビニエンスストア（コンビニ）で住民票等各種
　証明書を取得できます。
③「マイナポータル」を利用できます。
④ｅ-Taxなどの各種行政手続きのオ
　ンライン申請に利用できます。

▼マイナンバーカードの申請は
　平成27年10月以降に、12桁のマイナンバー（個人
番号）をお知らせする「通知カード」を、転送不要の
簡易書留で世帯主宛に送っています。同カード下部の

「マイナンバーカード交付申請書」で申請してくださ
い。申請書に記載の氏名、住所等が変更された場合は
使用できませんのでお問合せください。

●ご注意ください
 「マイナンバーカード申請用の返信用封筒」（通知カ
ードに同封）の切手を貼らずに使用できる期限は10
月４日○水 までです。なお申請は、郵送以外にオンライ
ン（マイナンバーカード総合サイト）または申請機能
が付いた町角の証明用写真機でできます。詳しくは同
サイトをご覧ください。

▼マイナンバーカードの受け取り
　申請後約１か月で交付通知書（ハガキ）が本人宛に
届きます。ハガキが届いたらハガキに記された交付場
所へ電話でご予約ください。その際必要書類をお知ら
せします。なお、受け取りできるのは本人だけです。

▼通知カードを受け取っていない方
　受け取られていない通知カードは市へ戻されている
場合がありますので、お問合せください。

■コンビニ交付サービス
　マイナンバーカードを利用して住民票など各種証明
書を全国のコンビニにあるマルチコピー機から取得で
きるサービスが２月１日に始まりました。

▼利用できるコンビニ
　マルチコピー機を設置している国内のセブン-イレ
ブン、ローソン、サークルＫサンクス、ファミリーマ

ート、セーブオン

▼サービスの利用に必要なもの
①利用者証明用電子証明書が記録さ
　れているマイナンバーカード
②カード交付時に設定の数字４桁の
　利用者証明用電子証明書暗証番号
③交付手数料
▷詳しくは市HP　
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市
政

市
民
の
提
案
に
よ
る
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

「
鶴
岡
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
の
取
り
組
み
を
募
集
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
地
域
課
題
の
解
決
や
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
提
案
を
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■対
町
内
会
組
織
や
市
内
に
住
所
が
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
地
域
活

動
サ
ー
ク
ル
等
の

団
体
　
■
事
業
対

象
事
例
　
市
の
施

設
の
整
備
・
修
繕
・

管
理
、
市
管
理
用

地
の
利
活
用
の
た

め
の
整
備
・
管
理

等
　
■申
本
所
政
策

企
画
課
☎
内
線
５

２
６
　
■他
市
HP

健
康
・
福
祉

歯
周
疾
患
検
診
が
始
ま
り
ま
す

■日
10
月
１
日
○日
～
12
月
28
日
○木
　
■場
県
歯
科

医
師
会
に
所
属
す
る
実
施
医
療
機
関
（
要
予

約
）　
■対
今
年
度
中
に
40
・
50
・
60
・
70
歳

に
な
る
方
（
40
歳
総
合
健
診
で
受
診
済
み

の
方
を
除
く
）　
■内
問
診
、
歯
周
組
織
検
査
　

■費
１
、
５
０
０
円
（
70
歳
は
無
料
）　
■持
受

診
券
（
９
月
末
に
送
付
済
み
）　
■問
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
７
ま
た
は
各
地

○地域課題の
　把握
○事業の提案
○労働力の提
　供など

市民の役割

○原材料や経
　費の支援
○情報の提供
○技術的アド
　バイス

行政の役割

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

荘内病院職員募集【平成30年４月１日採用予定】

職員募集

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

■募集職種・受験資格

▷薬剤師（大卒程度）…昭和58年４月２日以降に生ま
　れ、薬剤師免許を取得している方及び平成30年４月
　までに取得見込みの方
▷視能訓練士（短大卒程度）…昭和58年４月２日以降
　に生まれ、視能訓練士免許を取得している方及び平
　成30年４月までに取得見込みの方

■試験日時

　11月12日○日午前10時

■申込み受付

▷10月２日○月～27日○金に

　申込書を同院総務課へ（郵送の場合は27日までの
　消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付

▷同院総務課及び本所職員課で交付
▷市HP「職員採用情報」及び同院HP「職員募集」から
　ダウンロードすることもできます
▷郵送で請求する場合は、封筒の表に「受験案内請求」
　と朱書きし、返信用封筒（宛先を明記し140円分
　の切手を貼り付けた角形２号封筒。折り畳んでも構
　いません）、応募職種・連絡先を記入したメモを同
　封し、同院総務課（〒997‐8515市内泉町４‐20）
　へ　

市有地を分譲します
中心市街地居住促進事業

■申山形県すまい・まちづくり公社販売課☎0120‐303‐978または本所都市計画課内線463へ

　市内指定区域内にある老朽危険空き家（不良住宅）
の寄附を受けて解体・整地した土地を、若者世帯・子
育て世帯・移住希望者へ分譲します。詳しくは市HP。

■物件１　本町２丁目18番６（ほか１筆）

▷面積………167.72㎡（50.73坪）
▷分譲価格…316万9,000円
▷単価………１万8,900円／㎡（６万2,467円／坪）

■物件２　昭和町12番55

▷面積………199.44㎡（60.33坪）
▷分譲価格…410万8,000円
▷単価………２万600円／㎡（６万8,092円／坪）

■共通

▷募集区分……宅地分譲
▷用途地域……商業地域（建ぺい率80％、容積率40
　　　　　　　0％）
▷高度地区……第１種高度地区
▷申込み期間…10月10日○火～17日○火
▷申込み資格…若者世帯、子育て世帯、市外からの移
　　　　　　　住希望者
▷分譲条件……つるおか住宅活性化ネットワーク加盟
　　　　　　　事業者による「つるおか住宅」を建築
　　　　　　　すること（物件１は前面敷地〈41.65
　　　　　　　㎡〉について建築条件あり）　
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域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
　
■他
事
前
の
免
除
申

請
で
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
（
課
税
世
帯
の
扶
養
に
な
っ
て

い
る
方
は
対
象
外
）
は
自
己
負
担
金
が
無
料

に
な
り
ま
す
。
免
除
申
請
は
受
診
日
の
前
日

ま
で
受
け
付
け
ま
す

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

　
次
の
方
を
対
象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を

助
成
し
ま
す
。
案
内
ハ
ガ
キ
は
送
付
し
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■日
10
月
15
日
○日
～
来
年
１
月
31
日
○水
　
■場
本

市
と
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

契
約
を
し
て
い
る
医
療
機
関
　
■対
65
歳
以
上

の
方
ま
た
は
60
歳
～
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
等
の
内
部
障
害
が
あ
り
身
体
障
害
者

１
級
に
該
当
す
る
方
（
医
療
機
関
で
保
険
証

等
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
）　
■
助

成
額
　
１
、
５
０
０
円
（
接
種
費
用
は
医
療

機
関
で
異
な
り
ま
す
）　
■問
健
康
課
☎
内
線

３
７
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
　

■他
事
前
の
免
除
・
減
額
申
請
で
、
生
活
保
護

世
帯
の
方
は
自
己
負
担
金
が
無
料
に
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
（
課
税
世
帯
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る
方
は
対
象
外
）
は
助
成
額
が
２
、

０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
免
除
等
の
申
請
は

10
月
12
日
○木
か
ら
受
け
付
け
ま
す（
■持
印
鑑
）

温
海
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
営
主
体
を
変
更
し
ま
す

■日
10
月
１
日
○日
　
■
運
営
主
体
・
名
称
　
社

会
福
祉
法
人
あ
つ
み
福
祉
会
・
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
あ
つ
み
　
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
43

‐
３
０
１
０
ま
た
は
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内

線
５
３
０
へ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

使って便利なマイナンバーカード
通知カード・マイナンバーカードとコンビニ交付サービス

■問本所市民課☎内線116または各地域庁舎市民福祉課へ

取得できる証明書 交付手数料 利用時間※ 取得できる範囲［要件］
現在の住民票の写し

１通400円 午前６時30分～午後
11時

本人分、本人と同一世帯員分
印鑑登録証明書 本人分［本市で印鑑登録している］
平成29年度の所得・課税証明書 本人分［29年１月１日本市に住民登録がある］
現在の戸籍全部（個人）事項証明書 １通450円 土曜・日曜日、祝日を除く平日

の午前９時～午後５時15分
本人分、本人と同一戸籍者分［本市に本籍
がある］現在の戸籍の附票の写し １通400円

取得できる証明書は次の５つ（全て最新の証明書）

※年末年始（12月29日～１月３日）や保守点検日（不定期）は利用できません。

■通知カード・マイナンバーカード
▼マイナンバーカードの利用方法
①顔写真付身分証明書として利用できます。
②コンビニエンスストア（コンビニ）で住民票等各種
　証明書を取得できます。
③「マイナポータル」を利用できます。
④ｅ-Taxなどの各種行政手続きのオ
　ンライン申請に利用できます。

▼マイナンバーカードの申請は
　平成27年10月以降に、12桁のマイナンバー（個人
番号）をお知らせする「通知カード」を、転送不要の
簡易書留で世帯主宛に送っています。同カード下部の

「マイナンバーカード交付申請書」で申請してくださ
い。申請書に記載の氏名、住所等が変更された場合は
使用できませんのでお問合せください。

●ご注意ください
 「マイナンバーカード申請用の返信用封筒」（通知カ
ードに同封）の切手を貼らずに使用できる期限は10
月４日○水 までです。なお申請は、郵送以外にオンライ
ン（マイナンバーカード総合サイト）または申請機能
が付いた町角の証明用写真機でできます。詳しくは同
サイトをご覧ください。

▼マイナンバーカードの受け取り
　申請後約１か月で交付通知書（ハガキ）が本人宛に
届きます。ハガキが届いたらハガキに記された交付場
所へ電話でご予約ください。その際必要書類をお知ら
せします。なお、受け取りできるのは本人だけです。

▼通知カードを受け取っていない方
　受け取られていない通知カードは市へ戻されている
場合がありますので、お問合せください。

■コンビニ交付サービス
　マイナンバーカードを利用して住民票など各種証明
書を全国のコンビニにあるマルチコピー機から取得で
きるサービスが２月１日に始まりました。

▼利用できるコンビニ
　マルチコピー機を設置している国内のセブン-イレ
ブン、ローソン、サークルＫサンクス、ファミリーマ

ート、セーブオン

▼サービスの利用に必要なもの
①利用者証明用電子証明書が記録さ
　れているマイナンバーカード
②カード交付時に設定の数字４桁の
　利用者証明用電子証明書暗証番号
③交付手数料
▷詳しくは市HP　
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市
政

市
民
の
提
案
に
よ
る
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

「
鶴
岡
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
の
取
り
組
み
を
募
集
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
地
域
課
題
の
解
決
や
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
提
案
を
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■対
町
内
会
組
織
や
市
内
に
住
所
が
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
地
域
活

動
サ
ー
ク
ル
等
の

団
体
　
■
事
業
対

象
事
例
　
市
の
施

設
の
整
備
・
修
繕
・

管
理
、
市
管
理
用

地
の
利
活
用
の
た

め
の
整
備
・
管
理

等
　
■申
本
所
政
策

企
画
課
☎
内
線
５

２
６
　
■他
市
HP

健
康
・
福
祉

歯
周
疾
患
検
診
が
始
ま
り
ま
す

■日
10
月
１
日
○日
～
12
月
28
日
○木
　
■場
県
歯
科

医
師
会
に
所
属
す
る
実
施
医
療
機
関
（
要
予

約
）　
■対
今
年
度
中
に
40
・
50
・
60
・
70
歳

に
な
る
方
（
40
歳
総
合
健
診
で
受
診
済
み

の
方
を
除
く
）　
■内
問
診
、
歯
周
組
織
検
査
　

■費
１
、
５
０
０
円
（
70
歳
は
無
料
）　
■持
受

診
券
（
９
月
末
に
送
付
済
み
）　
■問
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
７
ま
た
は
各
地

○地域課題の
　把握
○事業の提案
○労働力の提
　供など

市民の役割

○原材料や経
　費の支援
○情報の提供
○技術的アド
　バイス

行政の役割

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

荘内病院職員募集【平成30年４月１日採用予定】

職員募集

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

■募集職種・受験資格

▷薬剤師（大卒程度）…昭和58年４月２日以降に生ま
　れ、薬剤師免許を取得している方及び平成30年４月
　までに取得見込みの方
▷視能訓練士（短大卒程度）…昭和58年４月２日以降
　に生まれ、視能訓練士免許を取得している方及び平
　成30年４月までに取得見込みの方

■試験日時

　11月12日○日午前10時

■申込み受付

▷10月２日○月～27日○金に

　申込書を同院総務課へ（郵送の場合は27日までの
　消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付

▷同院総務課及び本所職員課で交付
▷市HP「職員採用情報」及び同院HP「職員募集」から
　ダウンロードすることもできます
▷郵送で請求する場合は、封筒の表に「受験案内請求」
　と朱書きし、返信用封筒（宛先を明記し140円分
　の切手を貼り付けた角形２号封筒。折り畳んでも構
　いません）、応募職種・連絡先を記入したメモを同
　封し、同院総務課（〒997‐8515市内泉町４‐20）
　へ　

市有地を分譲します
中心市街地居住促進事業

■申山形県すまい・まちづくり公社販売課☎0120‐303‐978または本所都市計画課内線463へ

　市内指定区域内にある老朽危険空き家（不良住宅）
の寄附を受けて解体・整地した土地を、若者世帯・子
育て世帯・移住希望者へ分譲します。詳しくは市HP。

■物件１　本町２丁目18番６（ほか１筆）

▷面積………167.72㎡（50.73坪）
▷分譲価格…316万9,000円
▷単価………１万8,900円／㎡（６万2,467円／坪）

■物件２　昭和町12番55

▷面積………199.44㎡（60.33坪）
▷分譲価格…410万8,000円
▷単価………２万600円／㎡（６万8,092円／坪）

■共通

▷募集区分……宅地分譲
▷用途地域……商業地域（建ぺい率80％、容積率40
　　　　　　　0％）
▷高度地区……第１種高度地区
▷申込み期間…10月10日○火～17日○火
▷申込み資格…若者世帯、子育て世帯、市外からの移
　　　　　　　住希望者
▷分譲条件……つるおか住宅活性化ネットワーク加盟
　　　　　　　事業者による「つるおか住宅」を建築
　　　　　　　すること（物件１は前面敷地〈41.65
　　　　　　　㎡〉について建築条件あり）　
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な
場
所
に〝
す
〟ぐ
逃
げ
る
　
▽
近
く
の
人
、

警
察
、
家
の
人
、
学
校
に〝
し
〟ら
せ
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

10
月
15
日
～
21
日
は
違
反
建
築
防
止
週
間

建
築
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
違
反
建
築
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
　
▽
着

工
前
に
建
築
確
認
申
請
書
、
完
了
し
た
ら
工

事
完
了
検
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
崖
地
や
災
害
危
険
区
域
内
で
は
、
住
宅
等

の
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
事
前
に
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う
　
▽
カ
ー

ポ
ー
ト
で
も
10
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
確
認

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

10
月
15
日
～
11
月
14
日
は                  

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
推
進
強
化
月
間

　
日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、
特
に
道

路
横
断
中
の
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
夕
方
か
ら
の
外
出
時
は
、
明
る
い
服
装
で

暗
闇
で
も
光
る
夜
光
反
射
材
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
運
転
者
も
高
齢
者
を
見
掛
け

た
ら
思
い
や
り
運
転
を
す
る
な
ど
、
高
齢
者

の
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
毎
年
、
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
等
の
毒
キ
ノ
コ
に
よ

る
食
中
毒
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と

を
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
知
ら
な
い
・
不
安
を
感
じ
る
キ
ノ
コ
は
採

イ
バ
ッ
ク
を
持
ち
レ
ジ
袋
や
紙
袋
を
使
用
し

な
い
。
長
く
使
え
る
製
品
を
買
い
、
大
切
に

使
う
。
食
べ
物
の
買
い
過
ぎ
や
作
り
過
ぎ
を

し
な
い
で
、
食
べ
残
し
を
無
く
す
。

▽Reuse

・
リ
ユ
ー
ス
︵
繰
り
返
し
使
う
こ

と
︶　
ビ
ー
ル
瓶
な
ど
の
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
容

器
製
品
を
買
う
。
リ
ユ
ー
ス（
リ
サ
イ
ク
ル
）

シ
ョ
ッ
プ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
利

用
す
る
。

▽Recycle

・
リ
サ
イ
ク
ル
︵
資
源
と
し
て

再
び
利
用
す
る
こ
と
︶　
ご
み
を
正
し
く
分

別
し
、
資
源
物
は
資
源
回
収
運
動
に
出
す
。

再
生
品
や
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
買
う
。

▼
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
確
認
し
よ
う
︒

▽
桃
・
黄
・
緑
袋
に
入
れ
る
﹁
資
源
ご
み
﹂

は
汚
れ
を
取
っ
て
再
生
推
進
　
▽
﹁
瓶
﹂
は

緑
袋
に
入
れ
て
資
源
化
促
進
　
▽﹁
雑
が
み
﹂

は
資
源
回
収
に
出
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
　
▽

﹁
生
ご
み
﹂
は
水
切
り
し
て
軽
量
化

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７

10
月
11
日
～
20
日
は
全
国
地
域
安
全
運
動

み
ん
な
で
作
ろ
う
安
心
の
街

　
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
防
止
し
、
安
全
で

住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
万
引
き
は
﹁
窃
盗
﹂
と
い
う
犯
罪
で
す
。

大
人
も
子
供
も
、
万
引
き
は
絶
対
し
な
い
。

さ
せ
な
い
。
見
逃
さ
な
い
　
▽
鍵
掛
け
は
全

て
の
防
犯
の
基
本
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
　
▽
自
転
車
盗
難
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
必
ず
施
錠
。
防
犯
登
録
も
忘
れ

ず
に

▼
子
供
を
守
ろ
う「
い
か
の
お
す
し
」

▽
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て〝
い
か
〟な
い
　
▽

知
ら
な
い
人
の
車
に〝
の
〟ら
な
い
　
▽﹁
助

け
て
﹂
と〝
お
〟お
き
な
声
を
出
す
　
▽
安
全

10
月
は
土
地
月
間
～
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
届
出
を
忘
れ
ず
に
～

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
を
行
う
場

合
、
契
約
後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
対
象
面
積
は
、
市
街
化
区
域
で
２
、

０
０
０
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

で
５
、
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外

で
１
万
㎡
以
上
で
す
。
な
お
、
相
続
や
贈
与
、

農
地
法
３
条
１
項
に
関
す
る
取
引
等
に
つ
い

て
は
届
出
不
要
で
す
。

　
土
地
は
、
国
民
生
活
や
企
業
の
活
動
等
に

不
可
欠
な
基
盤
で
あ
り
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

土
地
の
適
正
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ
　
■他
市
HP

10
月
は
が
ん
検
診
推
進
強
化

月
間
で
す

　
が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
症
状
が
な
く
て

も
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
今
年
度
が
ん
検
診
未
申
込
み
の
方

で
受
診
希
望
の
方
は
、
健
康
課
☎
内
線
３
６

６
へ
。３

Ｒ
は
循
環
型
社
会
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す

　
ご
み
を
限
り
な
く
減
ら
し
、
限
り
あ
る
資

源
を
有
効
に
繰
り
返
し
使
う
社
会
（
循
環
型

社
会
）
の
実
現
の
た
め
、
３
Ｒ
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

▼
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
と
は
次
の
３
つ

の
行
動
で
す
︒
ど
れ
も
重
要
な
行
動
で
す
が
︑

中
で
もReduce

が
一
番
重
要
で
す
︒

▽Reduce

・
リ
デ
ュ
ー
ス
︵
ご
み
の
発
生
・

資
源
の
消
費
を
元
か
ら
減
ら
す
こ
と
︶　
マ
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取
し
な
い
　
▽
食
べ
ら

れ
る
キ
ノ
コ
と
こ
れ
に

似
た
毒
キ
ノ
コ
が
混
じ

っ
て
生
え
て
い
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
十
分
注

意
す
る
　
▽
調
理
す
る

前
に
も
う
一
度
十
分
確
認
す
る
　
▽
﹁
縦
に

裂
け
る
・
い
い
匂
い
が
す
る
・
虫
が
食
べ
た

跡
が
あ
る
と
食
べ
ら
れ
る
﹂
な
ど
の
言
い
伝

え
は
間
違
い
な
の
で
信
じ
な
い
　
▽
安
易
に

譲
り
渡
し
た
り
譲
り
受
け
た
り
し
な
い
　
▽

キ
ノ
コ
を
食
べ
て
中
毒
症
状
を
起
こ
し
た
場

合
は
、
食
べ
残
し
な
ど
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
持

っ
て
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

鉄
道
の
事
件
・
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

▽
線
路
に
石
や
物
を
置
い
て
遊
ば
な
い
　
▽

感
電
（
２
万
ボ
ル
ト
）
に
注
意
　
▽
降
り
て

い
る
遮
断
機
を
く
ぐ
ら
な
い
　
▽
踏
切
の
ボ

タ
ン
に
い
た
ず
ら
し
な
い

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

土
地
売
買
の
際
は

地
価
調
査
価
格
を
参
考
に

　
地
価
調
査
と
は
、
山
形
県
が
県
内
全
市
町

村
を
対
象
に
、
基
準
地
（
市
内
は
32
地
点
）

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を
公
表

す
る
も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条
件
と
比

較
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ
の
適
正

価
格
が
分
か
り
ま
す
。
地
価
調
査
書
は
、
本

所
土
木
課
☎
内
線
４
８
０
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
産
業
建
設
課
で
誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
県
HP
で
も

そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

提供：山形県衛生研究所

ツキヨタケ

14

収
が
途
中
で
停
止
と
な
っ
た
方
は
、
10
月
に

特
別
徴
収
を
再
開
。
７
月
～
９
月
の
３
期
分

は
納
付
書
で
支
払
い
）

　
保
険
料
は
、
納
付
書
に
記
載
の
納
期
限
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
に
つ
い
て

　
納
付
書
が
届
い
た
方
で
口
座
振
替
を
希
望

す
る
方
は
、
金
融
機
関
等
で
手
続
き
を
す
る

と
、
本
人
ま
た
は
家
族
の
口
座
か
ら
振
替
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
既
に
納

期
限
の
過
ぎ
た
保
険
料
は
引
き
落
と
さ
れ
な

い
た
め
、
発
行
済
み
の
納
付
書
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
以
前
に
国
保
等
で
使
用
し
て
い
た

振
替
口
座
は
引
き
継
が
れ
ま
せ
ん
の
で
、
新

た
に
口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
医
療
証
（
身

○

・
子

○

・
親

○

）

を
お
持
ち
の
方
へ

　
医
療
費
が
高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
る
方

で
福
祉
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
の
分
は
、
市

が
立
替
え
て
い
ま
す
。
医
療
費
が
高
額
に
な

る
場
合
は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
者
に
限
度

額
適
用
認
定
証
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　
児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
３
回
（
６
・
10
・

限
度
額
　
▽
介
護
保
険
料
第
１
段
階
…
月
額

７
、
０
０
０
円
　
▽
同
２
・
３
段
階
…
月
額

５
、
０
０
０
円
　
▽
同
４
・
５
段
階
…
月
額

２
、
０
０
０
円
（
40
歳
～
64
歳
の
方
は
本
人

及
び
世
帯
の
課
税
状
況
に
応
じ
決
定
）
■申
各

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護

課
☎
内
線
５
３
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
　

医
療
保
険
料
に
つ
い
て

▼
納
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
料
が
未
納
の
方
は

い
ま
せ
ん
か
？

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
、
原

則
と
し
て
年
金
か
ら
の
差
引
き（
特
別
徴
収
）

で
す
が
、
次
の
方
は
特
別
徴
収
が
で
き
な
い

か
、
ま
た
は
で
き
な
い
期
間
が
あ
り
、
年
間

保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
納
付
書
（
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
書
兼
納
付
済
通

知
書
）
で
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
納
付

書
は
７
月
に
保
険
料
の
通
知
と
一
緒
に
送
付

済
み
）。

①
差
引
き
対
象
の
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未

満
の
方
　
②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
方
　
③
今
年
２
月
以
降
に
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
方
（
▽
今
年
２

月
～
５
月
に
加
入
し
た
方
…
特
別
徴
収
は
10

月
か
ら
。
７
月
～
９
月
の
３
期
分
は
納
付
書

で
支
払
い
　
▽
６
月
以
降
に
加
入
し
た
方
…

今
年
度
は
全
額
を
納
付
書
で
支
払
い
）　
④

特
別
徴
収
が
途
中
で
停
止
と
な
っ
た
方
（
昨

年
度
中
の
保
険
料
額
変
更
に
よ
っ
て
特
別
徴

耳
・
手
足
の
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
10
月
11
日
○水
午
後
１
時
～
３
時
　
■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　
■対
18

歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交

付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治
療
中
の
方
を

除
く
）　
■
相
談
科
目
　
聴
覚
、
肢
体
　
■持

印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
交
付

済
み
の
方
）　
■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３

６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

身
体
障
が
い
者
友
愛
訪
問
事

業
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
孤
立
し
が
ち
な
在
宅
の
身
体
障
害
者
の
方

を
身
体
障
害
者
相
談
員
が
訪
問
し
、
困
り
ご

と
や
要
望
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
身
体

障
害
者
相
談
員
の
訪
問
を
受
け
た
い
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
10
月
１
日
○日
～
11
月
30
日
○木

で
希
望
す
る
日
（
訪
問
日
は
後
日
調
整
し
ま

す
）　
■申
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
０

寝
た
き
り
高
齢
者
等
に
紙
お
む

つ
等
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
　
①
本
市
に
住

民
登
録
の
あ
る
65
歳
以
上
ま
た
は
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
40
歳
～
64
歳
　
②
在
宅
等

で
介
護
を
受
け
て
い
る
常
時
失
禁
状
態
の
寝

た
き
り
高
齢
者
等
　
③
本
人
の
市
民
税
が
非

課
税
　
■
助
成
対
象
用
品
　
紙
お
む
つ
、
尿

取
り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、
お
尻
拭
き

　
■
助
成
方
法
　
市
の
登
録
事
業
所
が
注
文

を
受
け
た
助
成
対
象
用
品
を
配
達
　
■
助
成
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２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
10
月
に
支
給
さ
れ

る
児
童
手
当
は
、
６
月
～
９
月
分
で
、
10
月

13
日
○金
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

　
市
税
等
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た
不

動
産
を
公
売
し
ま
す
。

▼
入
札
に
よ
る
公
売
　
■日
11
月
22
日
○水
　
■時

受
付
…
午
前
８
時
50
分
、
入
札
…
９
時
30
分
　

■場
本
所
６
階
大
会
議
室
　

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
（
不
動
産
）　
■

公
売
方
法
　
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
　
■
参
加
申
込

み
　
11
月
８
日
○水
午
後
１
時
～
21
日
○火
午
後

11
時
　
■
入
札
期
間
　
11
月
28
日
○火
午
後
１

時
～
12
月
５
日
○火
午
後
１
時
　

▼
共
通
　
■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
５
１

■他
市
HP
（
10
月
16
日
○月
か
ら
）

そ
の
他

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く     

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　
本
市
で
は
10
月
を
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

強
化
月
間
と
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
建
築
物
等
を
解
体
す

る
と
き
は
届
出
を
し
、
分
別
解
体
及
び
再
資

源
化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４
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な
場
所
に〝
す
〟ぐ
逃
げ
る
　
▽
近
く
の
人
、

警
察
、
家
の
人
、
学
校
に〝
し
〟ら
せ
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

10
月
15
日
～
21
日
は
違
反
建
築
防
止
週
間

建
築
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
違
反
建
築
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
　
▽
着

工
前
に
建
築
確
認
申
請
書
、
完
了
し
た
ら
工

事
完
了
検
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
崖
地
や
災
害
危
険
区
域
内
で
は
、
住
宅
等

の
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
事
前
に
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う
　
▽
カ
ー

ポ
ー
ト
で
も
10
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
確
認

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

10
月
15
日
～
11
月
14
日
は                  

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
推
進
強
化
月
間

　
日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、
特
に
道

路
横
断
中
の
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
夕
方
か
ら
の
外
出
時
は
、
明
る
い
服
装
で

暗
闇
で
も
光
る
夜
光
反
射
材
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
運
転
者
も
高
齢
者
を
見
掛
け

た
ら
思
い
や
り
運
転
を
す
る
な
ど
、
高
齢
者

の
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
毎
年
、
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
等
の
毒
キ
ノ
コ
に
よ

る
食
中
毒
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と

を
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
知
ら
な
い
・
不
安
を
感
じ
る
キ
ノ
コ
は
採

イ
バ
ッ
ク
を
持
ち
レ
ジ
袋
や
紙
袋
を
使
用
し

な
い
。
長
く
使
え
る
製
品
を
買
い
、
大
切
に

使
う
。
食
べ
物
の
買
い
過
ぎ
や
作
り
過
ぎ
を

し
な
い
で
、
食
べ
残
し
を
無
く
す
。

▽Reuse

・
リ
ユ
ー
ス
︵
繰
り
返
し
使
う
こ

と
︶　
ビ
ー
ル
瓶
な
ど
の
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
容

器
製
品
を
買
う
。
リ
ユ
ー
ス（
リ
サ
イ
ク
ル
）

シ
ョ
ッ
プ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
利

用
す
る
。

▽Recycle

・
リ
サ
イ
ク
ル
︵
資
源
と
し
て

再
び
利
用
す
る
こ
と
︶　
ご
み
を
正
し
く
分

別
し
、
資
源
物
は
資
源
回
収
運
動
に
出
す
。

再
生
品
や
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
買
う
。

▼
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
確
認
し
よ
う
︒

▽
桃
・
黄
・
緑
袋
に
入
れ
る
﹁
資
源
ご
み
﹂

は
汚
れ
を
取
っ
て
再
生
推
進
　
▽
﹁
瓶
﹂
は

緑
袋
に
入
れ
て
資
源
化
促
進
　
▽﹁
雑
が
み
﹂

は
資
源
回
収
に
出
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
　
▽

﹁
生
ご
み
﹂
は
水
切
り
し
て
軽
量
化

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７

10
月
11
日
～
20
日
は
全
国
地
域
安
全
運
動

み
ん
な
で
作
ろ
う
安
心
の
街

　
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
防
止
し
、
安
全
で

住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
万
引
き
は
﹁
窃
盗
﹂
と
い
う
犯
罪
で
す
。

大
人
も
子
供
も
、
万
引
き
は
絶
対
し
な
い
。

さ
せ
な
い
。
見
逃
さ
な
い
　
▽
鍵
掛
け
は
全

て
の
防
犯
の
基
本
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
　
▽
自
転
車
盗
難
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
必
ず
施
錠
。
防
犯
登
録
も
忘
れ

ず
に

▼
子
供
を
守
ろ
う「
い
か
の
お
す
し
」

▽
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て〝
い
か
〟な
い
　
▽

知
ら
な
い
人
の
車
に〝
の
〟ら
な
い
　
▽﹁
助

け
て
﹂
と〝
お
〟お
き
な
声
を
出
す
　
▽
安
全

10
月
は
土
地
月
間
～
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
届
出
を
忘
れ
ず
に
～

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
を
行
う
場

合
、
契
約
後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
対
象
面
積
は
、
市
街
化
区
域
で
２
、

０
０
０
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

で
５
、
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外

で
１
万
㎡
以
上
で
す
。
な
お
、
相
続
や
贈
与
、

農
地
法
３
条
１
項
に
関
す
る
取
引
等
に
つ
い

て
は
届
出
不
要
で
す
。

　
土
地
は
、
国
民
生
活
や
企
業
の
活
動
等
に

不
可
欠
な
基
盤
で
あ
り
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

土
地
の
適
正
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ
　
■他
市
HP

10
月
は
が
ん
検
診
推
進
強
化

月
間
で
す

　
が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
症
状
が
な
く
て

も
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
今
年
度
が
ん
検
診
未
申
込
み
の
方

で
受
診
希
望
の
方
は
、
健
康
課
☎
内
線
３
６

６
へ
。３

Ｒ
は
循
環
型
社
会
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す

　
ご
み
を
限
り
な
く
減
ら
し
、
限
り
あ
る
資

源
を
有
効
に
繰
り
返
し
使
う
社
会
（
循
環
型

社
会
）
の
実
現
の
た
め
、
３
Ｒ
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

▼
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
と
は
次
の
３
つ

の
行
動
で
す
︒
ど
れ
も
重
要
な
行
動
で
す
が
︑

中
で
もReduce

が
一
番
重
要
で
す
︒

▽Reduce

・
リ
デ
ュ
ー
ス
︵
ご
み
の
発
生
・

資
源
の
消
費
を
元
か
ら
減
ら
す
こ
と
︶　
マ
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取
し
な
い
　
▽
食
べ
ら

れ
る
キ
ノ
コ
と
こ
れ
に

似
た
毒
キ
ノ
コ
が
混
じ

っ
て
生
え
て
い
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
十
分
注

意
す
る
　
▽
調
理
す
る

前
に
も
う
一
度
十
分
確
認
す
る
　
▽
﹁
縦
に

裂
け
る
・
い
い
匂
い
が
す
る
・
虫
が
食
べ
た

跡
が
あ
る
と
食
べ
ら
れ
る
﹂
な
ど
の
言
い
伝

え
は
間
違
い
な
の
で
信
じ
な
い
　
▽
安
易
に

譲
り
渡
し
た
り
譲
り
受
け
た
り
し
な
い
　
▽

キ
ノ
コ
を
食
べ
て
中
毒
症
状
を
起
こ
し
た
場

合
は
、
食
べ
残
し
な
ど
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
持

っ
て
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

鉄
道
の
事
件
・
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

▽
線
路
に
石
や
物
を
置
い
て
遊
ば
な
い
　
▽

感
電
（
２
万
ボ
ル
ト
）
に
注
意
　
▽
降
り
て

い
る
遮
断
機
を
く
ぐ
ら
な
い
　
▽
踏
切
の
ボ

タ
ン
に
い
た
ず
ら
し
な
い

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

土
地
売
買
の
際
は

地
価
調
査
価
格
を
参
考
に

　
地
価
調
査
と
は
、
山
形
県
が
県
内
全
市
町

村
を
対
象
に
、
基
準
地
（
市
内
は
32
地
点
）

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を
公
表

す
る
も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条
件
と
比

較
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ
の
適
正

価
格
が
分
か
り
ま
す
。
地
価
調
査
書
は
、
本

所
土
木
課
☎
内
線
４
８
０
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
産
業
建
設
課
で
誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
県
HP
で
も

そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

提供：山形県衛生研究所

ツキヨタケ

14

収
が
途
中
で
停
止
と
な
っ
た
方
は
、
10
月
に

特
別
徴
収
を
再
開
。
７
月
～
９
月
の
３
期
分

は
納
付
書
で
支
払
い
）

　
保
険
料
は
、
納
付
書
に
記
載
の
納
期
限
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
に
つ
い
て

　
納
付
書
が
届
い
た
方
で
口
座
振
替
を
希
望

す
る
方
は
、
金
融
機
関
等
で
手
続
き
を
す
る

と
、
本
人
ま
た
は
家
族
の
口
座
か
ら
振
替
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
既
に
納

期
限
の
過
ぎ
た
保
険
料
は
引
き
落
と
さ
れ
な

い
た
め
、
発
行
済
み
の
納
付
書
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
以
前
に
国
保
等
で
使
用
し
て
い
た

振
替
口
座
は
引
き
継
が
れ
ま
せ
ん
の
で
、
新

た
に
口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
医
療
証
（
身

○

・
子

○

・
親

○

）

を
お
持
ち
の
方
へ

　
医
療
費
が
高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
る
方

で
福
祉
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
の
分
は
、
市

が
立
替
え
て
い
ま
す
。
医
療
費
が
高
額
に
な

る
場
合
は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
者
に
限
度

額
適
用
認
定
証
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　
児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
３
回
（
６
・
10
・

限
度
額
　
▽
介
護
保
険
料
第
１
段
階
…
月
額

７
、
０
０
０
円
　
▽
同
２
・
３
段
階
…
月
額

５
、
０
０
０
円
　
▽
同
４
・
５
段
階
…
月
額

２
、
０
０
０
円
（
40
歳
～
64
歳
の
方
は
本
人

及
び
世
帯
の
課
税
状
況
に
応
じ
決
定
）
■申
各

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護

課
☎
内
線
５
３
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
　

医
療
保
険
料
に
つ
い
て

▼
納
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
料
が
未
納
の
方
は

い
ま
せ
ん
か
？

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
、
原

則
と
し
て
年
金
か
ら
の
差
引
き（
特
別
徴
収
）

で
す
が
、
次
の
方
は
特
別
徴
収
が
で
き
な
い

か
、
ま
た
は
で
き
な
い
期
間
が
あ
り
、
年
間

保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
納
付
書
（
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
書
兼
納
付
済
通

知
書
）
で
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
納
付

書
は
７
月
に
保
険
料
の
通
知
と
一
緒
に
送
付

済
み
）。

①
差
引
き
対
象
の
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未

満
の
方
　
②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
方
　
③
今
年
２
月
以
降
に
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
方
（
▽
今
年
２

月
～
５
月
に
加
入
し
た
方
…
特
別
徴
収
は
10

月
か
ら
。
７
月
～
９
月
の
３
期
分
は
納
付
書

で
支
払
い
　
▽
６
月
以
降
に
加
入
し
た
方
…

今
年
度
は
全
額
を
納
付
書
で
支
払
い
）　
④

特
別
徴
収
が
途
中
で
停
止
と
な
っ
た
方
（
昨

年
度
中
の
保
険
料
額
変
更
に
よ
っ
て
特
別
徴

耳
・
手
足
の
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
10
月
11
日
○水
午
後
１
時
～
３
時
　
■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　
■対
18

歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交

付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治
療
中
の
方
を

除
く
）　
■
相
談
科
目
　
聴
覚
、
肢
体
　
■持

印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
交
付

済
み
の
方
）　
■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３

６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

身
体
障
が
い
者
友
愛
訪
問
事

業
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
孤
立
し
が
ち
な
在
宅
の
身
体
障
害
者
の
方

を
身
体
障
害
者
相
談
員
が
訪
問
し
、
困
り
ご

と
や
要
望
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
身
体

障
害
者
相
談
員
の
訪
問
を
受
け
た
い
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
10
月
１
日
○日
～
11
月
30
日
○木

で
希
望
す
る
日
（
訪
問
日
は
後
日
調
整
し
ま

す
）　
■申
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
０

寝
た
き
り
高
齢
者
等
に
紙
お
む

つ
等
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
　
①
本
市
に
住

民
登
録
の
あ
る
65
歳
以
上
ま
た
は
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
40
歳
～
64
歳
　
②
在
宅
等

で
介
護
を
受
け
て
い
る
常
時
失
禁
状
態
の
寝

た
き
り
高
齢
者
等
　
③
本
人
の
市
民
税
が
非

課
税
　
■
助
成
対
象
用
品
　
紙
お
む
つ
、
尿

取
り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、
お
尻
拭
き

　
■
助
成
方
法
　
市
の
登
録
事
業
所
が
注
文

を
受
け
た
助
成
対
象
用
品
を
配
達
　
■
助
成

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
10
月
に
支
給
さ
れ

る
児
童
手
当
は
、
６
月
～
９
月
分
で
、
10
月

13
日
○金
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

　
市
税
等
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た
不

動
産
を
公
売
し
ま
す
。

▼
入
札
に
よ
る
公
売
　
■日
11
月
22
日
○水
　
■時

受
付
…
午
前
８
時
50
分
、
入
札
…
９
時
30
分
　

■場
本
所
６
階
大
会
議
室
　

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
（
不
動
産
）　
■

公
売
方
法
　
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
　
■
参
加
申
込

み
　
11
月
８
日
○水
午
後
１
時
～
21
日
○火
午
後

11
時
　
■
入
札
期
間
　
11
月
28
日
○火
午
後
１

時
～
12
月
５
日
○火
午
後
１
時
　

▼
共
通
　
■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
５
１

■他
市
HP
（
10
月
16
日
○月
か
ら
）

そ
の
他

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く     

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　
本
市
で
は
10
月
を
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

強
化
月
間
と
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
建
築
物
等
を
解
体
す

る
と
き
は
届
出
を
し
、
分
別
解
体
及
び
再
資

源
化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４
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鶴岡 女性消防団員JPTECファーストレスポンダーコース講習

消防団員の救急技術向上を目的に県内初
開催。外傷傷病者の手当から救急隊に引
き継ぐまでの迅速な対応を学びました。

８. 26

＜消防本部＞

鶴岡 食文化創造アカデミー　第１講「醤油あそび」

試食を通し醤
しょう

油の分類や味の違いを学ん
だほか、スパイス等との組み合わせにも
挑戦し料理素材への理解を深めました。

８. 28

＜第三学区コミュニティセンター＞

羽黒 羽黒山歴史探訪　門前町・手向を歩くパートⅠ

修験の山として栄えた羽黒山。その信仰
を支えてきた宿坊街の風情ある町並みを
楽しみながら門前町の歴史を学びました。

９．７

＜手向地区＞

藤島 みんなでフルマラソン！ 2017

自由にチームを組み、42.195kmをリ
レーして走るこの大会。参加者の力強い
走りや各チームの個性が光りました。

９. 10

＜藤島小グラウンド＞

温海 とれたて！お魚市　紅エビまつり

地元で水揚げされた紅エビのみそ汁やか
ら揚げなど海の幸が勢ぞろい。模擬競り
体験等も行われ会場はにぎわいました。

９．９

＜鼠ヶ関港＞

鶴岡 がんメタボロミクスセミナー

国立がん研究センター理事長・中釡斉氏
等を迎え、最先端のがん治療やがんメタ
ボローム研究について紹介しました。

９. 16

＜先端研究産業支援センター＞

16

ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

市内 『森敦寄贈資料目録』刊行記念企画展　ふるさとを描いた文学　～絆・横光利一と森敦～

＜図書館本館、朝日地域ほか＞

庄内が舞台の作品『月山』等を残した芥川賞作
家・森敦氏。養女・森富子氏によって直筆原稿
等が寄贈されました。その目録刊行を記念し同

９．１
～
11．３

展が開催されています。関連イベントの講演会
やゆかりの地を訪ねる「森敦文学散歩」等も行わ
れ、参加者は作品世界への理解を深めました。

YAMAGATA DESIGN株式会社が開発を手掛
ける同施設。設計者の坂茂氏等が刈初などを行
い工事の安全を祈願しました。ドーム状の屋根

８. 30
が特徴の施設の名称は「KIDS DOME SORAI

（キッズ・ドーム・ソライ）」。同社代表取締役・
山中大介氏が施設の概要を紹介しました。

鶴岡 サイエンスパーク子育て支援施設　起工式　事業説明会

＜サイエンスパーク、先端研究産業支援センター＞
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催
し

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー 

き
の
こ
ま
つ
り

■日
10
月
22
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日

■内
き
の
こ
汁
・
山
の
幸
の
販
売　

■場
・
■問
産

直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

講
演
会
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ

ス
ト 

秀
一
の
夢
見
た
世
界
」

■日
10
月
７
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
櫛
引
公

民
館　

■師
ジ
ョ
セ
フ
・
エ
サ
テ
ィ
エ
氏
（
名

古
屋
工
業
大
学
准
教
授
）、
工
藤
美
知
尋
氏

（
青
山
Ｉ
Ｇ
Ｇ
学
院
長
）　

■費
５
０
０
円　

■問

斉
藤
秀
一
を
考
え
る
会
事
務
局

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

第
三
期
常
設
展
示
「
視
線
」 

■日
10
月
4
日
○水
～
12
月
28
日
○木
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分　

■内
市
所
蔵
美
術
作
品
の
展

示　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

ス
テ
ラ
の
会 

星
を
見
る
会

「
中
秋
の
名
月
と
秋
の
星
座
」

■日
10
月
４
日
○水
午
後
７
時　

■場
中
央
公
民
館

■内
星
座
解
説
・
観
望　

■費
小
学
生
以
上
１
０

０
円　

■持
懐
中
電
灯　

■他
中
学
生
以
下
保
護

者
同
伴
。
天
気
に
よ
っ
て
中
止

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ
ス
タ 

２
０
１
７
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
10
月
７
日
○土
～
９
日
○月
午
後
6
時
～
９
時

■内
大
宝
館
・
羽
黒
山
五
重
塔
を
ピ
ン
ク
色
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　

■問
ピ
ン
ク
リ
ボ
ンTsuru

oka

三
山
詣
り
里
宮
拝
所　
　
　

御
朱
印
巡
り

■日
10
月
9
日
○月
午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分　

■場
赤
坂
薬
師
神
社
、
八
坂
神
社
、
金
剛
樹
院
、

正
善
院
黄
金
堂
、
天
地
金
神
社
、
羽
黒
山
五

重
塔　

■費
御
朱
印
代
、
拝
観
料　

■申
手
向
地

区
自
治
振
興
会
☎
62
‐
２
１
２
８

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部 

鶴
岡
市
民
囲
碁
大
会

■日
10
月
9
日
○月
午
前
9
時
30
分　

■場
勤
労
者

会
館　

■対
A
ク
ラ
ス
…
４
段
以
上　

B
ク
ラ

ス
…
３
段
以
下　

■問
同
支
部
（
三
浦
）
☎
23

‐
４
３
５
１

こ
し
ゃ
っ
て　
　
　
　
　
　

山
の
が
っ
こ
う
祭

■日
10
月
9
日
○月
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■場

旧
福
栄
小　

■内
農
産
物
・
加
工
品
・
雑
貨
等

販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
音
楽
ラ
イ
ブ

■問
本
所
政
策
企
画
課
内
「
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り

塾
」
事
務
局
☎
内
線
５
２
４　

■他
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

中
央
公
民
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

一
般
公
開

■日
10
月
14
日
○土
、
11
月
４
日
○土
・
11
日
○土
…

午
前
10
時
・
11
時
30
分
、
午
後
２
時　

10
月

25
日
○水
、
11
月
１
日
○水
・
８
日
○水
…
午
後
２

時　

10
月
27
日
○金
・
11
日
10
日
○金
…
７
時

■定
各
回
先
着
78
人　

■内
秋
の
星
座
解
説
と

『
ぬ
す
ま
れ
た
月
』　

■費
３
歳
以
上
…
60
円

高
校
生
以
上
…
１
４
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎

25
‐
１
０
５
０

庄
内
青
果
市
場 

ま
る
ご
と
探
検
隊

■日
10
月
14
日
○土
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30
分

■場
公
設
庄
内
青
果
物
地
方
卸
売
市
場
（
三
川

町
）　

■定
50
人　

■内
模
擬
競
り
体
験
、
棒
競

り
体
験
、
野
菜
教
室
、
市
場
食
堂
で
の
昼
食

体
験
、
八
百
屋
さ
ん
に
よ
る
野
菜
即
売
会
等　

■申
10
月
10
日
○火
ま
で
同
市
場
管
理
事
務
所
☎

66
‐
４
１
４
１
へ

山
形
大
学
農
学
部　
　
　
　

創
立
70
周
年
記
念
講
演

■日
10
月
14
日
○土
午
後
２
時
45
分　

■場
東
京
第

一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■内
昭
和
25
年
～
平
成
19
年

の
卒
業
生
４
人
に
よ
る
リ
レ
ー
講
演
「
当
時

の
農
学
部
を
振
り
返
っ
て
」　

■申
10
月
10
日

○火
ま
で
同
学
部
☎
28
‐
２
８
０
７
へ

チ
ェ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

山
形
２
０
１
７

■日
10
月
15
日
○日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

■場
遊
学
館
（
山
形
市
）　

■内
講
演
「
女
性
が

輝
く
社
会
～
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
必

要
な
こ
と
～
」
浜
田
敬
子
氏
（
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
ジ
ャ
パ
ン
統
括
編
集
長
）、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
展
示
発
表
、
県
民
交
流
コ

ー
ナ
ー
等　

■申
山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
チ
ェ
リ
ア
」
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐

７
７
５
１　

■他
HP
。
託
児
あ
り

山
形
県
が
正
社
員
を
目
指
す
方
を
応
援

登
録
説
明
会

■日
10
月
15
日
○日
午
後
１
時　

■場
勤
労
者
会
館

■対
45
歳
未
満
の
求
職
中
の
方　

■内
研
修
や
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
紹
介
、
職

場
定
着
支
援
を
一
体
的
に
支
援
す
る
県
の
事

業
の
説
明　

■申
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
㈱
☎
０
２

３
‐
６
３
３
‐
５
６
０
８

関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー
竣
工
記
念　

関
川
し
な
織
ま
つ
り

■日
10
月
21
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
22

日
○日
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場
関
川
し
な

織
セ
ン
タ
ー
周
辺　

■内
▽
し
な
織
展
示
コ
ー

ナ
ー
…
コ
ー
ス
タ
ー
織
り
体
験
、
糸
づ
く
り

作
業
実
演
、
し
な
織
製
品
の
展
示
販
売
等

▽
地
元
特
産
品
等
飲
食
コ
ー
ナ
ー
…
栃
餅
、

な
め
こ
そ
ば
・
う
ど
ん
等　

▽
実
演
コ
ー
ナ

ー
…
木
工
、
わ
ら
・
し
な
縄
細
工　

▽
お
楽

し
み
演
芸
…
し
な
織
音
頭
、
鶴
岡
中
央
高
校

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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天
魄
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス　

■問
同
セ
ン
タ
ー

☎
47
‐
２
５
０
２

六
十
里
越
街
道　

新
そ
ば
と

も
み
じ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
10
月
21
日
○土
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
（
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
田

麦
俣
→
千
手
ブ
ナ
→
細
越
峠
→
湯
殿
山
参
籠

所　

■定
先
着
20
人　

■費
３
、
５
０
０
円　

■持

昼
食　

■申
10
月
16
日
○月
ま
で
同
館
☎
53
‐
３

４
１
１
へ

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム　
　
　
　

動
き
出
す
魚
の
お
寿
司
屋
さ
ん

■日
10
月
21
日
○土
・
22
日
○日　

■時
申
込
み
時
に

確
認　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■定
各
日

１
０
０
人　

■内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
・
テ
ー
ブ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
・
Ａ
Ｒ
等
の

最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た
、
遊
ん
で
、

学
ん
で
、
食
べ
ら
れ
る
疑
似
体
験　

■費
１
、

０
０
０
円
（
完
全
前
売
り
制
）　

■申
10
月
２

日
○月
か
ら
本
所
食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
内

「
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推
進
協
議
会
」
事

務
局
☎
内
線
５
９
２
へ

障
害
者
支
援
施
設
「
恵
風
園
」 

恵
風
園
祭

■日
10
月
22
日
○日
午
後
１
時
40
分
～
３
時
30
分　

■内
お
っ
ち
ゃ
ん
ズ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
、
授
産
製

品
販
売
等　

■場
・
■問
同
園
☎
78
‐
０
２
５
５

■他
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

摩
耶
山
秋
の
登
山
会

■日
10
月
22
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
ま
や
の
や

か
た
〈
越
沢
地
区
〉
集
合
）　

■問
あ
つ
み
観

光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７　

■他
先
着
１
０
０

人
に
「
き
の
こ
汁
」
の
振
る
舞
い
あ
り
。
摩

耶
山
山
岳
愛
好
会
入
会
者
（
年
会
費
１
、
０

０
０
円
）
募
集
中

温
海
川
・
金
山
坑
道
四
の
滝

巡
り
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
10
月
22
日
○日
午
前
９
時（
中
小
屋
高
原〈
温

海
川
地
区
〉
集
合
）　

■場
四
の
滝
、
金
山
坑

道
群
（
約
８
㎞
）　

■対
小
学
生
以
上　

■費
１
、

０
０
０
円　

■問
温
海
川
自
治
会　

■他
温
海
川

産
の
米
１
㎏  

進
呈

紅
葉
の
六
十
里
越
街
道
と
旬

の
木
の
子
料
理
を
楽
し
む
会

■日
10
月
25
日
○水
午
前
８
時
15
分
～
午
後
４
時

30
分
（
米
の
粉
の
滝
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
集
合
）

■場
西
川
町
（
四
ツ
谷
山
ノ
神
→
志
津
石
畳
→

地
蔵
沼
）　

■定
先
着
25
人　

■費
４
、
５
０
０

円
（
昼
食
代
等
）　

■申
同
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
☎

54
‐
６
３
１
１

就
職
面
接
会 

「
ワ
ー
ク
チ
ャ
ン
ス
庄
内
２
０
１
７
」

■日
10
月
26
日
○木
午
後
０
時
15
分　

■場
東
京
第

一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■対
求
職
者
（
平
成
30
年
３

月
新
規
学
校
等
卒
業
予
定
者
を
除
く
）　

■内

企
業
採
用
担
当
者
と
の
個
別
面
談　

■問
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
鶴
岡
☎
25
‐
２
５
０
１

市
民
サ
ロ
ン
第
３
講
「
新
た
な
視
点
で
再
発

見
！
み
ん
な
で
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
」

■日
10
月
25
日
○水
午
後
６
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■内「
女
性
の
働
き
方
・

生
き
方
の
こ
れ
か
ら
～
女
性
活
躍
と
働
き
方

改
革
～
」
坂
本
静
香
氏
（
最
上
総
合
支
庁
地

域
産
業
経
済
課
産
業
振
興
主
査
）、「
東
北
に

お
け
る
女
性
活
躍
の
課
題
と
展
望
」
薄
葉
祐

子
氏
（
鶴
岡
高
専
創
造
工
学
科
准
教
授
）

■申
同
セ
ン
タ
ー
内
鶴
岡
高
専
技
術
振
興
会
☎

23
‐
２
２
０
０

10
月
26
日
～
29
日　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
ウ
ィ
ー
ク
の
開
催

■日
・
■内
10
月
26
日
○木
…
鶴
岡
Ｄ
ａ
ｄ
ａ
・
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
開
所
式　

28
日
○土
…
鶴

岡
公
園
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
ト
リ
ー
ト
個

サ
ル
（
個
人
参
加
フ
ッ
ト
サ
ル
）、
シ
ル
ク

ガ
ー
ル
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ　

29
日
○日
…
地
域
防
災
イ

ベ
ン
ト
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
銀
座
秋
ま
つ
り

同
時
開
催
）　

■場
鶴
岡
Ｄ
ａ
ｄ
ａ
（
旧
セ
ン

ト
ル
）　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線
４
６

３
鶴
岡
の
豊
か
な
食
材
を
自
分
の
目
で
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か

食
育
地
産
地
消
・
生
産
現
場
見
学
会

■日
10
月
28
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
2
時
（
産

直
「
し
ゃ
き
っ
と
」
集
合
）　

■場
田
川
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等　

■定
20
人　

■内
そ
ば

打
ち
体
験
、
生
産
現
場
見
学　

■費
中
学
生
以

上
…
１
、
５
０
０
円　

4
歳
以
上
…
１
、
０

０
０
円　

■申
10
月
14
日
○土
ま
で「
し
ゃ
き
っ

と
」☎
29
‐
９
９
６
３
へ

梵
字
川
渓
谷
ま
つ
り
・
梵
字
川

渓
谷
み
ち
く
さ
バ
ス
ツ
ア
ー

■日
10
月
28
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
月
山
ダ
ム（
船

で
あ
さ
ひ
月
山
湖
を
視
察
）
→
田
麦
俣
→
七

ツ
滝
→
旧
国
道
１
１
２
号
ブ
ナ
街
道
→
梵
字

川
渓
谷
遊
歩
道　

■定
先
着
25
人　

■費
２
、
５

０
０
円
（
昼
食
代
）　

■申
10
月
23
日
○月
ま
で

あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

温
海
農
林
水
産
ま
つ
り

■日
10
月
28
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

■内
温
海
地
域
特
産
品
販
売　

■場
・
■問
道
の
駅

「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

出
羽
街
道
路
乃
茶
屋「
キ
ラ
リ
」

紅
葉
ま
つ
り

■日
10
月
28
日
○土
・
29
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

３
時　

■場
・
■問
出
羽
街
道
路
乃
茶
屋
「
キ
ラ

リ
」
☎
47
‐
２
５
８
８

梵
字
川
渓
谷
紅
葉
ま
つ
り

■日
10
月
28
日
○土
・
29
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

３
時　

■場
梵
字
川
渓
谷
、
月
山
あ
さ
ひ
博
物

村
周
辺　

■内
渓
谷
遊
歩
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
記
念
写
真
（
先
着
１
０
０

人
）、
幸
運
の
フ
キ
ま
じ
な
い
体
験　

■問
あ

さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
制
覇
で
賞
品
が
当
た
る 

山
形
つ
る
お
か
新
そ
ば
ま
つ
り

▼
ま
つ
り
協
賛
店
で
の
新
そ
ば
提
供　

■日
10

月
28
日
○土
～
11
月
12
日
○日　

■問
本
所
農
政
課

☎
内
線
５
６
２

▼
庄
内
あ
さ
ひ
新
そ
ば
ま
つ
り
２
０
１
７　

■日
10
月
28
日
○土
・
29
日
○日
午
前
10
時
30
分
～

午
後
２
時
30
分　

■場
そ
ば
処
大
梵
字　

■内
ざ

る
そ
ば
・
か
け
そ
ば
等
の
提
供
、
特
産
品
販

売　

■費
１
、
０
０
０
円
（
数
量
限
定
）　

■問

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１
ま
た



20

協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ　

■他
下
山
後
、
な

め
こ
汁
振
る
舞
い
・
温
泉
入
浴
あ
り

歴
史
探
訪　
「
鶴
岡
駅
前
の

江
戸
・
明
治
を
歩
く
」

■日
10
月
29
日
○日
午
前
９
時
（
マ
リ
カ
広
場
集

合
）　

■場
長
泉
寺
→
龍
覚
寺
→
高
山
樗
牛
生

誕
の
地
→
般
若
寺
→
山
王
日
枝
神
社
→
聖
廟

旧
趾
→
追
分
石
→
愛
宕
神
社
・
一
里
塚　

■定

50
人　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
10
月
13
日
○金

ま
で
鶴
岡
商
工
会
議
所
☎
24
‐
７
７
１
１
へ

月
山
ワ
イ
ン
新
酒
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
10
月
29
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
３
時　

■内

秋
の
味
覚
市　

■費
３
、
０
０
０
円
（
キ
ノ
コ

付
き
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
、
ヌ
ー
ボ
ー

〈
白
〉・
赤
・
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
・
山
ぶ
ど
う
果
汁

飲
み
放
題
）　

■場
・
■申
10
月
23
日
○月
ま
で
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１
へ　

■他

当
日
は
グ
ラ
ス
ワ
イ
ン
を
販
売

鶴
岡
菊
花
会 

鶴
ヶ
岡
城
址
菊
花
展

■日
10
月
30
日
○月
～
11
月
３
日
○金　

■内
市
内
菊

愛
好
家
の
大
菊
や
小
菊
等
３
０
０
鉢
を
展
示　

■場
・
■問
荘
内
神
社
☎
22
‐
８
１
０
０　

■他
菊

の
鉢
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
50
鉢
）
抽
せ
ん
会
（
11

月
３
日
○金
午
後
１
時
）

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
11
月
の
予
定
〉

▼
フ
ォ
ト
・
ア
イ
写
真
展
　
■日
１
日
○水
～
５

日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
（
５
日
は

午
後
４
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム

▼
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
写
楽
写
真
展
覧
会
　
■日
１

日
○水
～
５
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

（
５
日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
表
現
舎
刻
一
刻
公
演
　
■日
２
日
○木
午
後
７

時
、
３
日
○金
２
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費
１
、

０
０
０
円
（
大
学
生
以
下
無
料
）

▼
劇
団
麦
の
会
朗
読
会
　
■日
４
日
○土
午
後
１

時
30
分
・
７
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費
５
０

０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

▼
遠
州
流
茶
会
　
■日
５
日
○日
午
前
10
時　

■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
致
道
館　

■費
８

０
０
円

▼
鶴
岡
放
送
児
童
合
唱
団
定
期
演
奏
会
　
■日

５
日
○日
午
後
２
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費
大

人
…
６
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円

▼
庄
内
写
真
研
究
会
写
真
展
　
■日
８
日
○水
～

12
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
12
日

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
荘
内
書
道
展
　
■日
９
日
○木
～
12
日
○日
午
前

10
時
～
午
後
５
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム

▼
宝
生
流
・
観
世
流
合
同
謡
曲
大
会
　
■日
12

日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場
第
一
学
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
ス
イ
ン
グ
・
ク
レ
イ
ン
ズ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会
　
■日
12
日
○日
午
後

６
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館　

■費
大
人
…
１
、

５
０
０
円　

中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
…

８
０
０
円

▼
九
重
流
朝
暘
清
吟
会
吟
詠
大
会
　
■日
18
日

○土
午
後
１
時　

■場
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡

▼
劇
団
だ
い
こ
ん
座
公
演
　
■日
18
日
○土
午
後

１
時
30
分
・
６
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
、
高
校

生
、
大
学
生
…
５
０
０
円

▼
鶴
岡
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会
　
■日
19
日
○日

午
後
２
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費
５
０
０
円

（
小
学
生
以
下
無
料
）

▼
鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団
定
期
演
奏
会

■日
23
日
○木
午
後
７
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費

大
人
…
１
、
０
０
０
円　

学
生
…
５
０
０
円

▼
吉
続
舞
踊
学
園
現
代
舞
踊
公
演
　
■日
26
日

○日
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館

▼
写
団
は
ぐ
ろ
会
員
写
真
展
　
■日
29
日
○水
～

12
月
３
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

（
３
日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
共
通　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
内

「
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
」
事
務
局
☎
57
‐

２
０
０
８

熊
野
長
峰
秋
の
森
づ
く
り
活
動

■日
11
月
３
日
○金
午
前
９
時
～
午
後
２
時
（
上

郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
先

着
20
人　

■師
菊
池
俊
一
氏
（
山
大
農
学
部
准

教
授
）　

■費
５
０
０
円
（
昼
食
代
）　

■申
10
月

20
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線

５
９
７
へ　

■他
天
気
に
よ
っ
て
内
容
変
更

つ
る
お
か
「
森
の
時
間
」

■日
11
月
５
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
市

役
所
本
所
集
合
）　

■場
山
大
農
学
部
附
属
演

習
林　

■定
先
着
30
人　

■内
秋
の
森
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
芋
煮
会
、
温
泉
入
浴　

■費
大
人
…
１
、

０
０
０
円　

大
学
生
…
５
０
０
円
（
高
校
生

以
下
無
料
）　

■持
昼
食
等　

■申
10
月
23
日
○月

ま
で
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８
へ　

■他
天

気
に
よ
っ
て
内
容
変
更
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は
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
内
線
３
４
３
へ

▼
ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷
新
そ
ば
ま
つ
り　

■日

10
月
29
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
２
時　

■内
流

し
そ
ば
体
験
、
新
そ
ば
提
供
（
５
０
０
円
）・

餅
等
の
販
売
、
歌
謡
シ
ョ
ー　

■場
・
■問
ふ
る

さ
と
む
ら
宝
谷
☎
57
‐
４
４
１
５

▼
朝
日
そ
ば
街
道
「
新
そ
ば
ウ
ィ
ー
ク
」

■日
10
月
30
日
○月
～
11
月
５
日
○日　

■内
朝
日
地

域
賛
助
会
員
店
を
中
心
に
新
そ
ば
提
供　

■問

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１
ま
た

は
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
内
線
３
４
３
へ

▼「
田
川
森
の
ふ
る
さ
と
村
」
新
そ
ば
ま
つ

り　

■日
11
月
３
日
○金
午
前
10
時
～
午
後
２
時

■場
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内
新
そ

ば
提
供
（
５
０
０
円
）、そ
ば
打
ち
体
験
（
１
、

２
０
０
円
）、
特
産
品
販
売
等　

■問
Ｊ‌

Ａ
鶴

岡
田
川
支
店
☎
35
‐
２
０
１
１　

▼
越
沢
新
そ
ば
ま
つ
り　

■日
11
月
４
日
○土
・

５
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時　

■内
山

菜
料
理
付
き
特
別
メ
ニ
ュ
ー
（
１
、
０
０
０

円
。
数
量
限
定
）
の
提
供
、
そ
ば
打
ち
実
演
、

特
産
品
販
売
等　

■場
・
■問
ま
や
の
や
か
た
☎

47
‐
２
４
３
０

鼠
ヶ
関
港  

と
れ
た
て
！ 

お
魚
市
「
カ
ニ
ま
つ
り
」

■日
10
月
28
日
○土
午
前
11
時
～
午
後
３
時　

■場

山
形
県
漁
協
念
珠
関
支
所
市
場　

■問
鼠
ヶ
関

自
治
会
内
「
蓬
莱
塾
」
☎
44
‐
２
１
１
２

「
温
海
嶽
閉
山
祭
」 

紅
葉
の
ブ
ナ
の
森
登
山
会

■日
10
月
29
日
○日
午
前
８
時
～
午
後
３
時
30
分

（
温
海
温
泉
熊
野
神
社
集
合
）　

■定
先
着
50

人　

■費
１
、５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）　

■持
昼
食　

■申
10
月
20
日
○金
ま
で
あ
つ
み
観
光
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落
ち
葉
の
六
十
里
越
街
道
を

往
く

■日
11
月
４
日
○土
午
前
８
時
～
午
後
４
時
（
米

の
粉
の
滝
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
集
合
）　

■場
田
麦

俣
→
細
越
峠
→
湯
殿
山
有
料
道
路
料
金
所
前　

■定
先
着
25
人　

■費
３
、
５
０
０
円　

■持
昼
食

等　

■申
10
月
28
日
○土
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光

協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

一
霞
か
ぶ
ま
つ
り

■日
11
月
５
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
２
時
（
売

り
切
れ
次
第
終
了
）　

■場
一
霞
公
民
館
等

■内
生
か
ぶ
・
か
ぶ
漬
け
・
栃
餅
・
自じ
ね
ん
じ
ょ

然
薯
ご

は
ん
・
納
豆
汁
・
特
産
品
販
売　

■問
一
霞
温

海
か
ぶ
生
産
組
合
☎
43
‐
３
２
０
１

「
金
峯
山
の
歴
史
と
自
然
を

学
ぶ
」
会

■日
11
月
11
日
○土
午
後
２
時　

■場
黄
金
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー　

■内「
金
峯
修
験
と

出
羽
三
山
信
仰
の
か
か
わ
り
」
春
山
進
氏

（
元
山
形
県
立
博
物
館
長
）　

■申
11
月
２
日
○木

ま
で
金
峯
山
観
光
協
会
☎
23
‐
７
８
６
３
へ　

■他
懇
親
会
あ
り
（
希
望
者
の
み
。
１
、
５
０

０
円
）生

産
性
向
上
・
品
質
向
上
の
ヒ
ン
ト
を
探
る 

私
の
か
い
ぜ
ん
発
表
会

■日
11
月
18
日
○土
午
後
１
時　

■場
マ
リ
カ　

■定

２
５
０
人　

■内
庄
内
地
域
６
社
の
改
善
事
例

発
表
、
招
待
発
表
（
ソ
ニ
ー
ス
ト
レ
ー
ジ
メ

デ
ィ
ア
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
㈱
）、講

演
（
山
中
大
介
氏
〈YA

M
A
G
ATA

 D
ESI

G
N

㈱
代
表
取
締
役
〉）、
交
流
会　

■費
１
社

２
、
０
０
０
円　

■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
☎
23
‐
２
２
０
０　

鶴
岡
北
高
校　
　
　
　
　
　
　

創
立
１
２
０
周
年
記
念
祝
賀
会

■日
11
月
10
日
○金
午
後
５
時
30
分　

■場
グ
ラ
ン

ド
エ
ル
・
サ
ン　

■費
７
、
０
０
０
円　

■問
同

校
☎
22
‐
２
２
６
２

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室（
全
６
回
）

■日
10
月
２
日
・
23
日
・
30
日
、
11
月
13
日
・

20
日
・
27
日
の
月
曜
日
午
後
７
時
30
分　

■師

鶴
岡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会　

■費
月
額
１
、
５

０
０
円
（
別
途
会
員
登
録
費
１
、０
０
０
円
）

■場
・
■申
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
同
ク
ラ

ブ
☎
53
‐
３
３
０
２　

■他
10
月
23
日
以
降
の

回
へ
途
中
参
加
可

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
10
月
16
日
○月
、
11
月
13
日
○月
午
後

７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

10
月
、
11
月
の
毎
週
２
回
午
後
２
時
・
７
時　

▽
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会　

■日
10
月

20
日
○金
、
11
月
１
日
○水
午
後
７
時　

■対
高
校

生
以
上

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

10
月
12
日
○木
、
11
月
９
日
○木
午
後
7
時

▼
櫛
引
体
育
館
（
☎
57
‐
４
３
１
１
）　

■日

①
10
月
13
日
○金
・
27
日
○金
、
11
月
10
日
○金
・

24
日
○金　

②
10
月
17
日
○火
、
11
月
７
日
○火
・

21
日
○火
、
12
月
５
日
○火　

■時
①
午
後
７
時

②
２
時
30
分　

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の 

交
流
・
相
談
・
情
報
交
換
に

▼
ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ　

■日
10
月
12
日
○木
午
前

10
時　

■内
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
交
流
や
相

談　

■費
１
０
０
円

▼
認
知
症
の
人
と
家
族
の
交
流
の
つ
ど
い

■日
10
月
26
日
○木
午
前
10
時　

■内
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
の
話
、
介
護
者
交
流

▼
共
通
　
■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）　

■申
開
催
日
の
2
日
前
ま
で
本
所

長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

庄
内
南
部
・
北
部
が
ん
検
診
受

診
向
上
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■日
10
月
21
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
５
時
、
22

日
○日
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■場
イ
オ
ン
モ

ー
ル
三
川　

■内
体
脂
肪
量
・
血
圧
・
肺
機
能

測
定
、
血
管
年
齢
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
が

ん
検
診
・
が
ん
予
防
に
関
す
る
ク
イ
ズ
と
展

示
、
健
康
相
談　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
８

ス
ト
ー
マ
患
者
と
家
族
の
会

「
ぷ
ち
た
み
」

■日
10
月
21
日
○土
午
前
10
時　

■場
荘
内
病
院

■対
ス
ト
ー
マ
患
者
と
そ
の
家
族　

■内「
ス
ト

ー
マ
の
ト
ラ
ブ
ル
と
食
事
に
つ
い
て
」
冨
樫

博
子
（
同
院
管
理
栄
養
士
）、
茶
話
会
等

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴

岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

が
ん
患
者
と
家
族
の
た
め
の 

ほ
っ
と
広
場

■日
10
月
21
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■内
茶
話
会　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴

岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
南
庄
内
の
水
が
め 

紅
葉
の
あ
さ
ひ
月
山

湖
へ　

■日
10
月
28
日
○土
午
前
８
時
（
市
役
所

本
所
集
合
）　

■場
月
山
ダ
ム
管
理
所
→
弘
法

物
見
橋
→
一
枚
畑
林
道

→
七
ッ
滝
→
田
麦
俣

（
約
７
㎞
）　

■定
１
０
０

人　

■費
１
、
０
０
０
円

（
中
学
生
以
下
は
７
０

０
円
）　

■申
10
月
16
日

○月
～
23
日
○月

▼
大
山
下
池
ほ
と
り
ウ
ォ
ー
ク 

白
鳥
に
会

い
に
行
こ
う　

■日
11
月
12
日
○日
午
前
６
時
30

分
（
大
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
合
。

現
地
集
合
が
困
難
な
方
は
申
込
み
時
に
要
申

出
）　

■場
同
セ
ン
タ
ー
→
下
池
→
大
山
公
園

→
上
池
→
起
点
（
約
６
㎞
）　

■定
90
人　

■費

１
、０
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は
５
０
０
円
）

■持
双
眼
鏡　

■申
10
月
27
日
○金
～
11
月
６
日
○月

▼
共
通　

■持
お
わ
ん
、
箸
、
コ
ッ
プ
等　

■申

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業
。
中
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
。
市
HP

ご
声
援
く
だ
さ
い
！ 

鶴
岡
市
駅
伝
競
走
大
会

■日
10
月
29
日
○日　

■
中
継
所
・
通
過
予
定
時
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刻　

宝
田
体
育
館
（
ス
タ
ー
ト
午
前
８
時
）

→
栄
（
８
時
12
分
）
→
京
田
（
８
時
25
分
）

→
大
山
（
８
時
39
分
）
→
西
郷
（
８
時
56
分
）

→
湯
野
浜
（
９
時
６
分
）
→
加
茂
（
９
時
20

分
）
→
由
良
（
９
時
42
分
）
→
三
瀬
（
９
時

56
分
）
→
上
郷
（
10
時
18
分
）
→
田
川
（
10

時
31
分
）
→
湯
田
川
（
10
時
41
分
）
→
大
泉

（
10
時
52
分
）
→
黄
金
（
11
時
10
分
）
→
斎

（
11
時
27
分
）
→
小
真
木
原
公
園
（
ゴ
ー
ル

11
時
45
分
）　

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１

３
１　

■他
コ
ー
ス
内
に
入
っ
て
の
車
両
応
援
、

コ
ー
ス
上
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　

講
習
会

■日
11
月
４
日
○土
午
後
１
時　

■場
藤
島
体
育
館

■対
小
学
生
以
上
40
人　

■申
10
月
28
日
○土
ま
で

鶴
岡
山
岳
会
（
田
辺
）
☎
０
９
０
‐
２
３
６

７
‐
０
０
８
８
へ

小
真
木
原
総
合
体
育
館
４
階 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
無
料
開
放

■日
11
月
６
日
○月
～
来
年
３
月
31
日
○土
午
前
10

時
～
午
後
９
時
（
大
会
等
で
利
用
で
き
な
い

場
合
あ
り
）
　
■問
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐

８
１
３
１

慶
應
義
塾
大
学
か
ら
だ
館　

10
周
年
記
念
健
康
大
学

■日
11
月
19
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
い
ろ
り

火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）　

■
テ

ー
マ　
「
自
分
、
仲
間
、
地
域
を
ま
る
ご
と

健
康
に
！
鶴
岡
発
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
ル
ス

を
つ
く
ろ
う
」　

■内
か
ら
だ
館
10
年
の
活
動

報
告
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
等　

■師
孫
大
輔
氏

（
東
京
大
学
医
学
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
）、

広
石
拓
司
氏
（
㈱
エ
ン
パ
ブ
リ
ッ
ク
代
表
取

締
役
）、
瀬
尾
利
加
子
氏
（
み
ど
り
ま
ち
文

庫
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　

■申
11
月
10

日
○金
ま
で
同
館
☎
29
‐
０
８
０
６
へ

弓
道
体
験
教
室

■日
11
月
７
日
～
12
月
１
日
の
毎
週
火
曜
・
金

曜
日
午
後
７
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
市
内

に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
社
会
人
先
着
20
人

■費
３
、
０
０
０
円　

■申
10
月
20
日
○金
ま
で
鶴

岡
弓
友
会
事
務
局

合
気
道
無
料
体
験
講
習
会

■日
11
月
14
日
○火
・
28
日
○火
午
後
７
時　

■場
朝

暘
武
道
館　

■対
小
学
生
以
上　

■申
合
気
道
鶴

岡
道
場鶴

岡
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
11
月
19
日
○日
午
前
10
時　

■場
小
真
木
原
総

合
体
育
館　

■師
田
中
雅
子
氏　

■費
大
人
…
５

０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
０
０
円　

■申
11

月
15
日
○水
ま
で
鶴
岡
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会

鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ク

ラ
ブ
）
登
録
制
度

　

年
間
を
通
じ
た
定
期
的
な
活
動
の
場
の
確

保
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。

■対
10
人
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ク
ラ
ブ
）

■申
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１

子
育
て
・
子
供
向
け

１
セ
ッ
ト
１
万
円
で
２
、
０
０
０
円
お
得

子
育
て
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

■
販
売
期
間　

10
月
２
日
○月
午
前
９
時
～
11

月
30
日
○木
（
売
切
れ
次
第
終
了
）　

■対
や
ま

が
た
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
つ
世
帯　

■
販
売
数　

限
定
１
、
５
０
０
セ
ッ
ト　

■

販
売
場
所　

出
羽
商
工
会
本
所
・
櫛
引
支
所
・

温
海
支
所　

■
使
用
期
間　

11
月
30
日
○木
ま

で　

■問
同
商
工
会
本
所
☎
64
‐
２
１
３
０

子
ど
も
夢
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
鶴
岡
２
０
１
７

■日
10
月
８
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場

小
真
木
原
公
園

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー　

■内
メ
ッ
セ

ー
ジ
（
田
﨑
俊
雄
氏
〈
２
０
０
０
年
世
界
卓

球
選
手
権
団
体
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
〉）、
子
ど
も

ス
ポ
ー
ツ
宣
言

▼
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う　

■時
午
前

９
時
45
分　

■内
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ナ
イ
ン
、
し
っ
ぽ
と
り
、
キ

ッ
ズ
チ
ャ
ン
バ
ラ
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
ナ
イ
ン
、

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
、
Ｒ
Ｄ
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
バ

ブ
ル
サ
ッ
カ
ー
、
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
ゴ
ー
ル
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ニ

ア
ピ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ
ー
ル

▼
親
子
ロ
ー
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
・
Ｘ
大
会　

■時

午
前
９
時
45
分

▼
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場　

■時
・
■内
午
前
９
時

45
分
…
幼
児
遊
具
広
場
（
巨
大
遊
具
、
ミ
ニ

電
車
で
遊
ぼ
う
）　

10
時
30
分
、
午
後
１
時

30
分
…
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

▼
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

■時
午
前
10
時

▼
共
通　

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
大
会
も
開

催
。
市
HP

親
子
で
保
育
園
体
験
「
保
育

園
で
遊
ぼ
う
」
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

▼
西
部
保
育
園
（
☎
23
‐
５
６
４
６
）　

■対

０
歳
児
（
平
成
28
年
４
月
～
29
年
４
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
３
組

▼
南
部
保
育
園
（
☎
22
‐
０
５
２
７
）　

■対

１
歳
児
（
平
成
27
年
４
月
～
28
年
３
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
３
組

▼
か
た
ば
み
保
育
園
（
☎
22
‐
０
６
８
６
）　

■対
２
歳
児
（
平
成
26
年
４
月
～
27
年
３
月
生

ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者
３
組

▼
共
通　

■日
10
月
13
日
○金
午
前
10
時　

■申
10

月
10
日
○火
ま
で
各
園
へ　

■他
希
望
者
の
み
給

食
試
食
あ
り
（
２
５
０
円
）

自
然
に
タ
ッ
チ
！　
　
　
　

ナ
メ
コ
に
タ
ッ
チ
！

■日
10
月
15
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
１
時
30
分

（
タ
キ
タ
ロ
ウ
館
集
合
）　

■場
大
鳥
地
内　

■定

先
着
20
人　

■内
ナ
メ
コ
収
穫
、
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
体
験　

■費
１
、
０
０
０
円
（
昼
食
代

等
、
収
穫
し
た
ナ
メ
コ
は
別
途
１
、
０
０
０

円
）　

■申
10
月
10
日
○火
ま
で
山
形
庄
内
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会
事
務
局
（
佐
藤
）
☎
０

２
３
４
‐
23
‐
１
３
８
９
へ

西
部
児
童
館　
　
　
　
　
　

▼
ゆ
め
っ
く
り
ま
つ
り　

■日
10
月
14
日
○土
午

前
９
時
30
分
～
午
後
２
時　

■対
幼
児
・
児
童
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と
そ
の
保
護
者
等　

■内
児
童
の
発
表
、
売
店
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
（
有
料
ゲ
ー
ム
は
チ
ケ
ッ

ト
制
〈
10
月
１
日
○日
～
12
日
○木
に
１
２
０
セ

ッ
ト
販
売
〉。
２
０
０
円
で
４
ゲ
ー
ム
）
等

▼
パ
パ
と
あ
そ
ぼ
う
③
勘
太
郎
文
庫
さ
ん
と

あ
そ
ぼ
う　

■日
10
月
29
日
○日
午
前
10
時
30
分　
　

■対
幼
児
・
小
学
生
の
親
子
20
組　

■内
絵
本
読

み
聞
か
せ
、
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ　

■申
10

月
15
日
○日
～
22
日
○日

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
10
月
17
日

○火　

②
11
月
16
日
○木　

■時
午
前
10
時　

■対
市

内
在
住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
29
年
４
月
～

６
月
生
ま
れ　

②
29
年
５
月
～
７
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え

る
妊
婦　

■内
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ　

②
触

れ
合
い
遊
び　

①
②
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

■持
バ

ス
タ
オ
ル　

■申
①
10
月
13
日
○金
ま
で　

②
10

月
18
日
○水
～
11
月
13
日
○月

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
10
月
20
日
○金　

②
11
月
21
日
○火　

■時
午
前
10
時　

■対
市
内
在

住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
28
年
10
月
～
29
年

３
月
生
ま
れ　

②
28
年
11
月
～
29
年
４
月
生

ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者　

■内
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
お
母
さ
ん
の
た
め
の
３
B
体
操　

②
お
も
ち
ゃ
作
り　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①

10
月
17
日
○火
ま
で　

②
10
月
23
日
○月
～
11
月

16
日
○木

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊
び

場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日
10

月
22
日
○日
、
11
月
11
日
○土
午
前
９
時
～
正
午

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会

員
交
流
会　

■日
11
月
２
日
○木
午
前
10
時　

■対

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
会
員
、
妊
娠
・
子

育
て
中
の
家
族
、
子
育
て
支
援
に
興
味
の
あ

る
方　

■内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
等　

▼
教
え
て
助
産
師
さ
ん
～
赤
ち
ゃ
ん
の
こ

と
！
育
児
の
こ
と
！
～　

■日
11
月
９
日
○木
午

前
10
時　

■対
新
婚
・
妊
娠
・
子
育
て
家
庭
等

の
方
10
人　

■内
講
話
「
出
産
・
赤
ち
ゃ
ん
・

子
育
て
を
知
ろ
う
」
河
田
夏
子
（
荘
内
病
院

女
性
の
健
康
相
談
員
）、
ベ
ビ
ー
人
形
を
使

っ
て
の
体
験
、
先
輩
マ
マ
た
ち
と
の
座
談
会

■申
11
月
８
日
○水
ま
で　

■他
託
児
あ
り

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２

７
４
１子

育
て
し
な
が
ら
働
き
た
い
方
を
応
援

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
庄
内
開
設

　

子
育
て
と
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
総
合
相

談
窓
口
「
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
」
が

庄
内
地
域
に
開
設
。

■
開
設
日　

10
月
18
日
○水　

■
利
用
時
間

月
曜
～
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
６
時　

■場

酒
田
市
役
所
中
町
庁
舎
２
階
ジ
ョ
ブ
プ
ラ
ザ

さ
か
た
内　

■内
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
な
ど

の
書
き
方
や
面
接
の
受
け
方
の
セ
ミ
ナ
ー
開

催
、
就
職
の
た
め
の
自
己
分
析
セ
ミ
ナ
ー
や

パ
ソ
コ
ン
講
座
の
開
催
、
相
談
中
や
セ
ミ
ナ

ー
等
へ
の
参
加
時
の
託
児（
要
事
前
申
込
み
）　

■問
山
形
県
若
者
活
躍
・
男
女
共
同
参
画
課
☎

０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
１
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
10
月
の
講
座

「
ほ
め
方
・
叱
り
方
」

■日
10
月
20
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
市
立
保

育
園
長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３

５

大
山
児
童
館
「
八
森
山
で
薪
割
り

体
験
＆
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
」

■日
10
月
21
日
○土
午
前
９
時
30
分（
同
館
集
合
）　

■対
市
内
の
小
学
生
15
人　

■申
同
館
☎
38
‐
０

２
６
０小

学
生
集
ま
れ「
お
家
の
人
へ
あ

り
が
と
う
の
お
弁
当
を
作
ろ
う
」

■日
10
月
22
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
小
学
生
親
子
先

着
15
組
（
保
護
者
は
会
食
時
参
加
）　

■内
お

弁
当
を
作
り
保
護
者
と
昼
食
会　

■費
１
組
６

０
０
円　

■師
海
藤
道
子
氏
（
酒
田
調
理
師
学

校
講
師
）　

■申
10
月
３
日
○火
～
17
日
○火
に
南

部
児
童
館
☎
64
‐
１
９
０
０
へ

山
形
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民

大
会

■日
10
月
22
日
○日
正
午　

■場
響
ホ
ー
ル
（
庄
内

町
）　

■対
青
少
年
育
成
に
関
心
が
あ
る
方

■内
青
少
年
育
成
功
労
者
・
い
じ
め
防
止
標
語

の
表
彰
、
講
演
「
ス
マ
ホ
時
代
の
子
ど
も
と

向
き
合
う
」
安
川
雅
史
氏
（
全
国
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
議
会
理
事
長
）、
事
例
検

討
会
等　

■申
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐

２
０
１
９

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
森
で
ク
ッ
キ
ン
グ
in
お
お
と
り　

■日
11

月
４
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
同
館
集

合
）　

■場
大
鳥
地
区
の
ブ
ナ
の
森
、
タ
キ
タ

ロ
ウ
館　

■対
小
学
生
20
人
（
最
小
催
行
人
数

９
人
）　

■内
ナ
メ
コ
の
収
穫
と
ク
ッ
キ
ン
グ
、

棒
パ
ン
づ
く
り　

■費
３
０
０
円　

■申
10
月
29

日
○日
ま
で

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

■日
11

月
19
日
○日　

■時
①
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分　

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
①
と

②
で
店
の
入
替
え
あ
り
）　

■場
中
央
児
童
館　

■内
乳
幼
児
～
小
学
生
の
衣
類
・
玩
具
等
の
販

売　

■他
出
店
者
募
集
（
■定
①
②
各
11
人　

■費

１
５
０
円　

■申
10
月
１
日
○日
～
20
日
○金
）。

大
型
商
品
販
売
委
託
品
募
集
（
■費
売
上
げ
の

５
％　

■申
11
月
18
日
○土
ま
で
）

▼
共
通　

■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

10
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ

■日
10
月
28
日
○土
午
前
10
時
～
正
午　

■対
幼

児
・
小
学
校
低
学
年
の
子
供
と
そ
の
保
護
者　

■内
ス
タ
ン
プ
で
バ
ッ
グ
づ
く
り　

■費
１
０
０

円　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

「
た
に
ぞ
う
お
兄
さ
ん
と
歌
っ
て
踊
っ
て
遊
ぼ
う
！
」

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
・
た
に
ぞ
う
コ
ン
サ
ー
ト

■日
11
月
６
日
○月
午
後
７
時　

■場
第
三
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■費
鶴
岡
幼
児
音
楽

研
究
会
会
員
以
外
５
０
０
円　

■申
常
念
寺
保

育
園
同
研
究
会
☎
24
‐
９
０
５
５

親
子
で
楽
し
く
体
と
脳
を
鍛
え
る 

親
子
ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
健
康
教
室

■日
11
月
19
日
○日
午
後
２
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■定
先
着
40
組　

■持
内
履
き
等　

■申
鶴
岡
市
民

健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１

３
１図

書
館
本
館 　
　
　
　
　

こ
ど
も
お
は
な
し
会

■日
毎
週
水
曜
日
午
後
４
時
、
毎
週
土
曜
日
午



24

後
３
時
、
毎
月
第
４
水
曜
日
午
前
11
時
（
乳

幼
児
向
け
）　

■対
幼
児
～
小
学
生
、
親
子　

■内

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、
昔
話
、
手

遊
び
等　

■場
・
■問
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５

２
５鶴

岡
養
護
学
校
「
居
住
地
交

流
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
」

■内
同
校
の
子
供
た
ち
が
居
住
地
域
で
行
う
交

流
活
動
へ
の
参
加　

■問
同
校
☎
24
‐
５
９
９

５　

■他
日
程
な
ど
は
HP

施
設
の
催
し

致
道
博
物
館

▼
洋
画
家　

保
泉
一
紅
展
～
真
・
善
・
美
・
空
・

無
・
自
・
念
～　

■日
10
月
６
日
○金
～
12
日
○木　

▼
土
曜
講
座
「
仏
像
修
復
の
現
場
」　

■日
10

月
７
日
○土
午
後
２
時　

■定
50
人　

■師
渡
邉
真

吾
氏（
東
北
古
典
彫
刻
修
復
研
究
所
副
所
長
）　

■費
友
の
会
会
員
は
無
料

▼
魅
惑
の
江
戸
絵
画
展　

■日
10
月
14
日
○土
～

11
月
13
日
○月　

■内
狩
野
探
幽
、
池
大
雅
、
谷

文
晁
、
円
山
応
挙
な
ど
の
作
品
展
示

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■費
大

人
…
７
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
８

０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場
・
■申

同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
茶
の
湯
　
■日
10
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
、
11
月
10
日
・
17
日
・
24
日
の
金
曜
日

午
前
９
時
30
分　

▼
な
ご
み
（
お
茶
）　
■日
10
月
10
日
・
24
日
・

31
日
、
11
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
の

火
曜
日
午
前
９
時
30
分　

▼
健
康
相
談　

■日
10
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、

11
月
２
日
・
９
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

▼
C
D
寄
席　

■日
10
月
18
日
○水
、
11
月
１
日

○水
午
後
１
時　

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６自

然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト　

■日
10
月

７
日
○土
午
前
９
時　

■内
外
来
植
物
駆
除　

▼
自
然
観
察
会「
お
か
え
り
赤
と
ん
ぼ
調
査
」　

■日
10
月
８
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■定
20
人

■費
３
０
０
円

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
干
し
柿
づ
く
り
～
湿

地
に
柿
の
れ
ん
～
」　

■日
10
月
28
日
○土
午
前

10
時　

■定
20
人　

■費
３
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
各
日
２
日
前
ま
で
同
館
☎

33
‐
８
６
９
３
へ

創
造
の
森
交
流
館

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
10
月
７
日
○土
午

前
９
時
30
分　

■場
同
館　

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
10
月
10
日
○火
・
27
日
○金

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分　

■場
同
館　

■費
１
０
０
円

▼
創
造
の
森
交
流
写
真
展　

■日
10
月
20
日
○金

～
22
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
22
日
は

午
後
４
時
ま
で
）　

■場
同
館　

■内
カ
メ
ラ
操

作
・
撮
影
の
相
談
会
、
カ
メ
ラ
等
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
交
流
サ
ロ
ン
等

29
日
○日
午
前
８
時
～
午
後
４
時　

■場
遊
佐
町　

■定
先
着
20
人　

■費
１
、
５
０
０
円　

■持
昼
食

等　

■申
10
月
24
日
○火
ま
で

▼
新
保
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
11
月
12
日
○日

午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時　

■場
新
潟
県
村

上
市　

■定
先
着
20
人　

■費
２
、
０
０
０
円

■持
昼
食
等　

■申
11
月
７
日
○火
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

出
羽
庄
内
国
際
村

▼
せ
か
い
の
台
所
「
ド
イ
ツ
料
理　

フ
ェ
リ

ク
ス
さ
ん
の
台
所
」　

■日
10
月
22
日
○日
午
前

10
時
～
午
後
１
時　

■定
先
着
10
人　

■師
フ

ェ
リ
ク
ス
・
ザ
イ
デ
ル
氏
（
ド
イ
ツ
出
身
）

■費
１
、
５
０
０
円　

■申
10
月
４
日
○水
か
ら

▼
国
際
理
解
講
座
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン

「
フ
ラ
ン
ス
は
、
本
土
だ
け
じ
ゃ
な
い
！
」　

■日
10
月
28
日
○土
午
後
７
時　

■師
ミ
ヨ
・
サ
ラ

氏
（
フ
ラ
ン
ス
出
身
）　

■費
飲
み
物
代

▼
韓
国
語
特
別
講
座
「
み
ん
な
一
緒
に
、
韓

国
へ
遊
び
に
行
こ
う
！
」　

■日
10
月
29
日
○日

午
後
１
時　

■対
韓
国
語
の
学
習
経
験
が
あ
る

方
20
人
（
８
人
以
上
で
開
講
）　

■費
高
校
生

以
上
…
２
、
０
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
１
、

５
０
０
円　

■申
10
月
４
日
○水
～
22
日
○日

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

講
座
・
講
習
会

山
大
農
学
部 

農
学
紹
介
講
座         

農
学
の
夕
べ
（
全
８
回
）

▼
私
た
ち
の
生
活
と
農
業
・
水
産
業
の
か
か

わ
り
～
私
た
ち
は
た
だ
の
消
費
者
じ
ゃ
な
い

？
～　

■日
10
月
５
日
○木　

■師
渡
部
徹
氏
（
同
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▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
（
６
㎞
）「
み
ん
な
で

い
も
煮
会
」　

■日
10
月
28
日
○土
午
前
10
時
～

午
後
２
時
（
同
館
集
合
）　

■師
阿
部
安
夫
氏

（
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
）　

■費
３
０
０
円（
芋
煮
会
不
参
加
の
方
は
無
料
）　

■持
昼
食
等

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

い
で
は
文
化
記
念
館

▼
企
画
展
示
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
鬼
と
天
狗
の

舞
‐
岩
手
×
山
形 

民
俗
芸
能
合
同
公
演
‐
」　

■日
10
月
７
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
同
館

■内
庄
内
地
域
の
天
狗
舞
、
岩
手
県
北
上
市
の

鬼
剣
舞
の
上
演

▼
門
前
町
・
手
向
を
歩
く　

パ
ー
ト
Ⅱ　

■日

11
月
３
日
○金
午
前
９
時
～
午
後
１
時
30
分

（
同
館
集
合
）　

■定
25
人　

■内
桜
小
路
地
区
等

の
史
跡
や
歴
史
に
触
れ
る　

■師
渡
部
幸
氏

（
出
羽
三
山
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）　

■費
２
、

５
０
０
円
（
昼
食
代
）　

▼
共
通　

■申
い
で
は
文
化
記
念
館
☎
62
‐
４

７
２
７月

山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
秋
の
草
木
染　

■日
10
月
15
日
○日
午
前
９
時

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
10
人　

■内
ブ
ド
ウ

の
葉
や
ク
リ
の
い
が
で
の
ス
カ
ー
フ
染
め

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円　

子
供
…
１
、
０

０
０
円　

■申
10
月
10
日
○火
ま
で

▼
虚
空
蔵
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
10
月
22
日

○日
午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時　

■場
新
潟
県

村
上
市　

■定
先
着
20
人　

■費
２
、
０
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
10
月
18
日
○水
ま
で

▼
紅
葉
の
高
瀬
峡
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
10
月
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学
部
教
授
）

▼
カ
ラ
ダ
に
良
い
油
、
悪
い
油　

■日
10
月
12

日
○木　

■師
井
上
奈
穂
氏
（
同
学
部
准
教
授
）

▼
山
岳
信
仰
と
出
羽
三
山
修
験
者
の
歴
史
①　

■日
10
月
19
日
○木　

■師
前
田
直
己
氏
（
同
学
部

客
員
教
授
）　

▼
里
山
の
隣
人
、
タ
ヌ
キ
と
ノ
ウ
サ
ギ
の
生

態　

■日
10
月
26
日
○木　

■師
斎
藤
昌
幸
氏
（
同

学
部
助
教
）

▼
イ
チ
ゴ
～
そ
の
歴
史
と
今
～　

■日
11
月
２

日
○木　

■師
西
澤
隆
氏
（
同
学
部
教
授
）

▼
山
岳
信
仰
と
出
羽
三
山
修
験
者
の
歴
史
②　

■日
11
月
９
日
○木　

■師
前
田
直
己
氏

▼
芽
生
え
か
ら
朽
ち
果
て
る
ま
で
～
炭
素
の

流
れ
か
ら
樹
木
の
一
生
を
考
え
る
～　

■日
11

月
16
日
○木　

■師
吉
村
謙
一
氏
（
同
学
部
准
教

授
）

▼
米
由
来
副
産
物
、
廃
棄
物
の
再
資
源
化
に

関
す
る
最
近
の
動
向　

■日
11
月
30
日
○木　

■師

渡
辺
昌
規
氏
（
同
学
部
准
教
授
）　
　

▼
共
通　

■時
午
後
６
時　

■場
・
■問
同
学
部
☎

28
‐
２
８
０
３

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
な
ぜ
な
ぜ
分
析
実
践
セ
ミ
ナ
ー　

■日
10
月

24
日
○火
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■費
６
、
０
０
０
円

▼
知
恵
と
工
夫
・
ロ
ー
コ
ス
ト
改
善
セ
ミ
ナ

ー　

■日
10
月
26
日
○木
午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時
30
分　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
（
全
２
回
）　

■日
11
月
７
日

○火
・
８
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時　

■費
６
、
０
０
０
円

▼「
機
械
保
全
」技
能
検
定
準
備
講
座
（
全
３

回
）　

■日
11
月
10
日
○金
・
11
日
○土
・
25
日
○土

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■費
８
、

０
０
０
円

▼
入
門
！
決
算
書
の
読
み
方
使
い
方　

■日
11

月
18
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■費
４
、

５
０
０
円

▼
共
通　

■定
20
人　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎

23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

法
人
営
業
販
路
拡
大
講
座

（
全
３
回
）

■日
10
月
10
日
○火
、
11
月
14
日
○火
、
12
月
12
日

○火
午
後
１
時
30
分　

■定
40
人　

■内
法
人
営
業

の
販
路
拡
大
実
証
済
み
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

■師
長
谷
川
博
之
氏
（
㈱
リ
ン
ケ
ー
ジ
Ｍ
・
Ｉ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役
）　

■費
８
、

０
０
０
円　

■場
・
■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
☎
23
‐
２
２
０
０

難
聴
者
の
た
め
の
交
通
安
全

講
座

■日
10
月
14
日
○土
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■内
道
路
交
通
法
の
改
正
点
、
歩
行
者
の
安
全

・
自
転
車
走
行
時
の
注
意
点
、
高
齢
者
の
免

許
更
新
時
の
認
知
症
検
査
に
つ
い
て　

■師
奥

山
雄
大
氏
（
鶴
岡
警
察
署
交
通
安
全
係
長
）　

■問
山
形
県
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会
（
庄
司
）

　

57
‐
２
２
５
２　

■他
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
、

手
話
通
訳
あ
り

聞
こ
え
を
文
字
で
伝
え
る
～

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
講
座

■日
10
月
14
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■内「
聴
覚
障
が
い
者
と
要
約
筆
記
」

菅
原
直
志
氏
（
山
形
県
中
途
失
聴
・
難
聴
者

協
会
副
会
長
）、「
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
の
方

法
」
橋
本
美
智
子
氏
・
斎
藤
和
子
氏
（
パ
ソ

コ
ン
要
約
筆
記
や
ま
が
た
）　

■費
３
０
０
円　

■問
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
は
な
ま
る

pc.ha
nam

aru@
gm
ail.com

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

「
か
が
や
き
女
性
塾
」（
全
３
回
）

■日
・
■内
10
月
31
日
○火
…「
歯
周
病
と
女
性
ホ

ル
モ
ン
っ
て
関
係
あ
る
の
？
」清
水
一
氏（
庄

内
余
目
病
院
医
師
）　

11
月
７
日
○火
…「
気
持

ち
の
よ
い
排
泄
を
長
く
続
け
る
た
め
に
」
市

保
健
師　

14
日
○火
…「
骨
盤
底
筋
群
を
鍛
え
、

今
よ
り
も
若
々
し
く
ス
ッ
キ
リ
し
た
か
ら
だ

へ
」
佐
藤
佐
都
美
氏
（
健
康
運
動
指
導
士
）　

■時
午
後
７
時　

■定
先
着
25
人　

■費
１
、
０
０

０
円　

■場
・
■申
10
月
５
日
○木
～
25
日
○水
に
同

セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

大
人
の
た
め
の
英
会
話
入
門
・
韓

国
語
入
門
市
民
講
座（
各
全
８
回
）

■日
10
月
31
日
か
ら
の
毎
週
火
曜
日　

■時
・
■内

韓
国
語
…
午
後
６
時
・
読
み
書
き
や
挨
拶
、

自
己
紹
介
、
基
礎
会
話
を
学
ぶ　

英
会
話
…

７
時
30
分
・
中
学
１
年
生
レ
ベ
ル
の
文
法
を

中
心
に
基
礎
会
話
や
旅
行
会
話
を
学
ぶ　

■場

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■対
各
講
座
先
着

15
人　

■費
各
６
、
０
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
〈
韓
国
語
２
、
０
０
０
円
、
英
会
話
１
、

０
０
０
円
〉）　

■申
国
際
文
化
交
流
協
会

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

新
た
な
担
い
手
養
成
研
修
会

▼
講
義
（
全
３
回
）　

■日
11
月
１
日
○水
午
前

９
時
35
分
～
午
後
４
時
10
分
、
２
日
○木
午
前

９
時
50
分
～
午
後
４
時
、
30
日
○木
午
前
９
時

45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　
　

▼
実
習　

■日
11
月
６
日
○月
～
28
日
○火
の
う
ち

１
日
（
実
習
は
60
分
）　

■場
市
内
の
訪
問
介

護
事
業
所　

■他
専
門
職
員
が
同
行

▼
共
通　

■対
総
合
事
業
に
興
味
の
あ
る
方
、

元
気
な
高
齢
者
等
50
人　

■持
昼
食
（
30
日
は

不
要
）・
印
鑑　

■申
10
月
16
日
○月
ま
で
本
所

長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
２
へ　

■他
修
了
後
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
登
録
し
て
、
報
酬

を
得
な
が
ら
訪
問
介
護
や
通
い
の
場
に
従
事

可
能
（
鶴
岡
市
認
知
症
見
守
り
支
援
員
の
資

格
も
同
時
取
得
）

中
央
公
民
館 

後
期
市
民
講
座

▼
ス
ト
レ
ス
解
消
！
現
代
詩
吟
講
座
（
全
６

回
）　
■日
11
月
１
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
、

12
月
６
日
・
13
日
の
水
曜
日
午
前
10
時　

■定

15
人　

■師
吉
田
俊
雄
氏
（
平
成
吟
友
会
日
本

九
重
流
詩
吟
範
師
）　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
民
謡
は
心
の
ふ
る
さ
と
（
全
６
回
）　

■日

11
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・
30
日
、
12
月
７
日
・

14
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分　

■定
20
人

■師
佐
藤
睦
氏
（
さ
ゞ
波
会
代
表
）　

■費
３
、

０
０
０
円

▼
切
れ
味
復
活
！
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
包
丁
研
ぎ

講
座
（
全
２
回
）　

■日
11
月
６
日
○月
・
13
日

○月
午
後
１
時
30
分　

■定
16
人　

■師
高
橋
克
哉

氏
（
研
ぎ
師
）　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
足
は
第
２
の
心
臓
～
最
後
ま
で
健
康
な
足

で
歩
き
ま
し
ょ
う
～　

■日
11
月
７
日
○火
午
後

２
時　

■定
30
人　

■師
三
浦
弘
子
氏
（
庄
内
余

目
病
院
糖
尿
病
療
養
指
導
士
）

▼
超
初
心
者
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
（
全
２

回
）　

■日
11
月
14
日
○火
・
21
日
○火
午
前
10
時　

■定
10
人　

■師
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
鶴
岡
新
斎
店

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

■費
１
、
０
０
０
円

FAX
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▼
ま
る
ご
と
羽
黒
山
～
手
向
の
歴
史
文
化
巡

り
～
【
現
地
研
修
】　

■日
11
月
15
日
○水
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
小
真
木
原
公

園
中
央
駐
車
場
集
合
）　

■場
出
羽
三
山
歴
史

博
物
館
、
羽
黒
山
千
佛
堂
、
多
聞
館
、
い
で

は
文
化
記
念
館　

■定
25
人　

■費
３
、
０
０
０

円
（
昼
食
代
等
）

▼
共
通　

■申
10
月
５
日
○木
～
25
日
○水
に
中
央

公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

経
営
者
・
幹
部
セ
ミ
ナ
ー

■日
11
月
１
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■内「
牧
民

忠
告
に
学
ぶ
」
山
田
陽
介
氏
（
元
県
立
高
校

校
長
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
10
月

27
日
○金
ま
で
東
北
振
興
研
修
所
☎
62
‐
２
０

８
２
へ甲

種
防
火
管
理
再
講
習

■日
11
月
１
日
○水　

■場
消
防
本
部　

■定
１
０
０

人　

■申
10
月
６
日
○金
ま
で
山
形
県
消
防
設
備

協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
８
４
７
７
へ

■他
HP
。
申
込
書
等
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及

び
消
防
各
分
署
に
設
置

森
の
案
内
人
養
成
研
修（
全
２
回
）

■日
・
■内
①
11
月
４
日
○土
…
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
、
自
然
観
察　

②
12
月
２
日
○土
…
野
外
活

動
で
の
応
急
処
置
、
木
工
ク
ラ
フ
ト　

■時
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時　

■場
眺
海
の
森
森

林
学
習
展
示
館（
酒
田
市
）　

■対
県
内
在
住
の

高
校
生
以
上
の
方
10
人　

■費
②
の
み
２
０
０

円　

■持
昼
食
等　

■申
10
月
20
日
○金
ま
で
庄
内

総
合
支
庁
森
林
整
備
課
☎
66
‐
５
５
２
４
へ

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
一
般
公
開
講
座

■日
11
月
２
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
山
大
農

学
部　

■内「
庄
内
の
在
来
作
物
」
江
頭
宏
昌

氏
（
同
学
部
教
授
）　

■問
同
学
部
内
「
地
域

定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
事
務

局
☎
０
７
０
‐
２
０
１
１
‐
５
６
１
５

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
11
月
５
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■定
50
人　

■内
心
肺
蘇そ

生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含

む
）　

■費
テ
キ
ス
ト
を
希
望
す
る
方
は
２
０

０
円　

■申
10
月
６
日
○金
～
29
日
○日
に
消
防
署

☎
22
‐
８
３
３
１
ま
た
は
消
防
各
分
署
へ

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

短
期
講
座

▼
長
く
楽
し
め
る
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト　

■日
11
月
７
日
○火
午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
15
人　

■師
長
堀
み
さ
子
氏
（
う
さ
ぎ

の
尾
っ
ぽ
）　

■費
２
、
０
０
０
円

▼
地
域
発
！
季
節
の
味
だ
よ
り
～
第
４
弾　

■日
11
月
14
日
○火
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定

先
着
20
人　

■師
鶴
岡
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
羽
黒
地
域
会
員　

■費
１
、
２
０
０
円　

▼
共
通　

■対
市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に
在
住

ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
10
月
５
日
○木
～

25
日
○水
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

褥
瘡（
床
ず
れ
）　　
　
　
　

市
民
公
開
講
座

■日
11
月
11
日
○土
午
後
１
時　

■場
荘
内
病
院

■定
80
人　

■内
褥
瘡
の
基
礎
知
識
と
予
防
・
介

護
体
験　

■申
10
月
31
日
○火
ま
で
同
院
医
事
課

☎
26
‐
５
１
１
１
内
線
６
１
２
１
へ

シ
ニ
ア
の
方
の
就
業
を
応
援
す
る
技
能
講
習
会

保
育
・
子
育
て
支
援
ス
タ
ッ
フ
養
成

■日
11
月
13
日
○月
～
24
日
○金
（
９
日
間
）　

■場

ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
鶴
岡　

■対
55
歳
以
上

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
登
録
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

求
職
中
の
方
10
人　

■申
10
月
30
日
○月
ま
で
山

形
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
☎
０

２
３
‐
６
２
６
‐
３
５
６
６
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

美
術
講
座

▼
庄
内
刺
し
子
で
ブ
ロ
ー
チ
or
ヘ
ア
ゴ
ム
づ

く
り　

■日
11
月
18
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■師

さ
と
う
恵
美
氏
（
庄
内
刺
し
子
の
店
）　

■費

１
、
０
０
０
円　

■申
10
月
４
日
○水
～
11
月
10

日
○金　

▼
ガ
ラ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る　

ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド（
全
２
回
）　

■日
11
月
29
日
○水
、
12
月
６
日
○水
午
後
１
時
30

分　

■師
布
川
美
與
子
氏
（
遊
工
房
）　

■費
２
、

５
０
０
円
（
別
途
照
明
器
具
代
）　

■申
10
月

４
日
○水
～
11
月
17
日
○金　

▼
共
通　

■対
高
校
生
以
上
の
方
先
着
16
人

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

甲
種
・
乙
種 

消
防
設
備
士
試
験

■日
12
月
２
日
○土　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

（
山
形
市
）　

■申
電
子
申
請
…
10
月
13
日
○金
午

前
９
時
～
22
日
○日
午
後
５
時　

書
面
申
請
…

16
日
○月
～
25
日
○水　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０

７
６
１　

■他
HP
。
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防

署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

乙
種
防
火
管
理
講
習
会
及
び

防
火
管
理
届
出
サ
ポ
ー
ト

■日
11
月
22
日
○水　

■場
・
■申
10
月
10
日
○火
～
11

月
８
日
○水
に
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３

３
２
へ　

■他
市
HP
。
申
込
書
等
は
消
防
本
部
、

消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

募
集

Ｊ‌

Ｉ‌

Ｃ‌

Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

２
０
１
7
秋
募
集

　

開
発
途
上
国
の
人
々
と
と
も
に
生
活
し
、

活
動
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

■対
▽
青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社
会
青
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
…
日
本
国
籍
を
持
つ
20
歳
～
39

歳
の
方　

▽
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
日
本
国

籍
を
持
つ
40
歳
～
69
歳
の
方　

■
派
遣
期
間　

原
則
２
年
間　

■
派
遣
国　

約
70
か
国　

■

募
集
分
野　

約
１
２
０
職
種　

■申
11
月
１
日

○水
ま
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
☎
０
２
２
‐
２
２
３

‐
４
７
７
２
へ　

■他
HP

「
雷
サ
ミ
ッ
ト
17
」 

雷
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト　

■
テ
ー
マ　
「
雷
」（
稲
妻
等
雷
を
連
想
さ
せ

る
語
を
含
む
）　

■
部
門　

俳
句
部
門
、
川

柳
部
門　

■
応
募
規
定　

自
作
未
発
表
の
作

品
３
作
品
ま
で
（
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
不

問
）　

■
賞　

各
部
門
ご
と
大
賞
・
秀
作
等

を
選
定
し
、
賞
状
・
副
賞
等
を
進
呈
。
来
年

１
月
20
日
○土
開
催
の
「
雷
サ
ミ
ッ
ト
17
」
会

場
で
発
表　

■申
10
月
２
日
○月
～
31
日
○火
に
本

所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
８
６
へ　

■他
市
HP

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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門
家
が
対
応
し
ま
す
。

■日
10
月
25
日
○水
午
前
10
時
～
11
時　

■場
市
役

所
本
所
４
０
３
会
議
室　

■内
住
宅
新
築
・
増

改
築
、
耐
震
診
断
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

の
相
談　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

■日
10
月
26
日
○木
午
後
２
時
～
４
時　

■場
市
役

所
本
所　

■問
行
政
書
士
会
鶴
岡
支
部（
石
川
）

☎
23
‐
４
９
１
７

１
セ
ッ
ト
１
万
円
で
５
０
０
円
お
得 

共
通
商
品
券「
荘
内
藩
藩
札
」

■
販
売
期
間　

来
年
１
月
31
日
○水
ま
で
（
売

り
切
れ
次
第
終
了
）　

■
販
売
数　

限
定
５
、

０
０
０
セ
ッ
ト　

■
販
売
場
所　

鶴
岡
商
工

会
議
所
ほ
か
市
内
20
か
所　

■
使
用
期
間

来
年
３
月
31
日
○土
ま
で　

■問
同
会
議
所
☎
24

‐
７
７
１
１
ま
た
は
本
所
商
工
課
☎
内
線
５

６
３
へ　

■他
HP

自
衛
官
等
採
用
試
験

■
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

■日
11
月
19
日
○日　

■場
陸
上
自
衛
隊
神
町
駐
屯

地
（
東
根
市
）　

■
受
付
期
間　

11
月
10
日

○金
ま
で　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴

岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

鶴
岡
税
務
署
の
お
知
ら
せ　
　
　
　

消
費
税
改
正
に
関
す
る
説
明
会

■日
11
月
1
日
○水
午
後
２
時
、
２
日
○木
午
前
10

時　

■場
出
羽
庄
内
国
際
村　

■対
全
事
業
者

■内
給
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て　

■問
同
署
☎

22
‐
１
４
０
１

県
営
住
宅
10
月
募
集

■
募
集
住
宅　

美
原
３
号
（
A
）、
茅
原
３

号
（
Ｂ
）、
末
広
１
号
（
Ｂ
）、
末
広
２
号

（
Ａ
）、
大
西
町
住
宅
（
Ｆ
）
…
各
１
戸　

東

部
１
号
、
茅
原
２
号
（
D
）、
茅
原
３
号

（
Ａ
）
…
各
２
戸
、
東
部
３
号
…
3
戸
、
茅

原
１
号
…
７
戸　

■申
10
月
４
日
○水
～
11
日
○水

に
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎

66
‐
３
２
１
０
へ　

■他
抽
せ
ん
会
は
10
月
19

日
○木
。
入
居
時
期
は
12
月
上
旬

相
談
・
そ
の
他

不
動
産
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方 

土
地
・
建
物
・
不
動
産
無
料
相
談
会

■日
10
月
７
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

勤
労
者
会
館　

■問
全
日
本
不
動
産
協
会
山
形

県
本
部
鶴
岡
相
談
所
☎
25
‐
１
５
７
７

ト
ー
タ
ル
・
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト

酒
田

　

就
職
支
援
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

窓
口
「
ト
ー
タ
ル
・
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
酒
田
」

が
酒
田
市
役
所
中
町
庁
舎
に
移
転
し
ま
す
。

■
移
転
日　

10
月
10
日
○火　

■
利
用
時
間

午
前
10
時
～
午
後
６
時　

■問
同
施
設
☎
０
２

３
４
‐
21
‐
０
８
１
０

法
の
日
週
間
記
念
行
事 

無
料
法
律
相
談
会

■日
10
月
11
日
○水
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）　

■場
市
役
所
本

所　

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

定
期
健
康
相
談

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談　

■日
10
月
13
日
○金
・

27
日
○金
、
11
月
10
日
○金
・
24
日
○金

▼
ひ
き
こ
も
り
相
談　

■日
10
月
20
日
○金
、
11

月
17
日
○金

▼
共
通　

■時
午
後
１
時
30
分
・
３
時　

■場
に

こ
♥

ふ
る　

■定
各
日
２
人
（
要
予
約
）　

■申
健

康
課
☎
内
線
３
６
４

夜
間
「
創
業
相
談
会
」

■日
10
月
17
日
○火
午
後
６
時　

■対
創
業
を
考
え

て
い
る
方
、
創
業
間
も
な
い
方
18
人
（
１
人

１
時
間
）　

■場
・
■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

10
月
20
日
～
26
日
は
行
政
相
談
週
間 

巡
回
行
政
相
談
会

■日
10
月
18
日
○水
午
後
１
時
～
４
時　

■場
第
一

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー　

■問
本

所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

住
宅
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

ス
ピ
ー
ド
解
決
に
向
け
て
住
宅
建
築
の
専

　

ちょい体験「立谷沢」第２回目
「山の芋」収穫＆調理体験

■日10月29日○日 午前10時～午後２時　■場立谷沢
公民館　■費1,000円（第１回目に参加した方は
300円）　■持長靴、軍手、エプロン等　■申10月
20日○金 まで同公民館☎0234‐59‐2211へ

●庄内町

■日11月３日○金 ～５日○日 午前９時～午後７時（５
日は午後３時まで）　■場三川町町民体育館、三
川町文化交流館等　■内つちだよしはる絵本原画
展、畠山秀樹「花・モダンスタイル」、各種作
品展示、体験コーナー、物産販売・試食等　■問
三川町公民館☎66‐4403

●三川町 みかわ秋まつり

■日10月22日○日 午前10時30分～午後１時30分　
■場月光川河川公園内水路　■内鮭のつかみどり

（持ち帰りは 1 人１尾）、おたのしみ抽せん会
等　■費1,500円（当日は300円増し）　■前売り
券取扱い　遊佐鳥海観光協会、道の駅鳥海ふら
っと　■問同協会☎0234‐72‐5666

●遊佐町 鮭のつかみどり大会

第34回酒田どんしゃんまつり

■日10月14日○土 ・15日○日 午前10時～午後４時
■場中町モール、中通り商店街、大通り商店街等
■内14・15日…SAKATA MUSIC FESTIVAL、
ゆるキャラフェスタ、南三陸まぐろ解体実演、
等　14日…どんしゃん子ども音楽会、子ども商
店街等　15日…どんしゃん国際屋台村、肉フェ
ス、食の市等　■問同まつり実行委員会☎0234
‐22‐9311　

●酒田市
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■
速
や
か
な
避
難
行
動

屋
外
に
い
る
場
合

▽
爆
風
な
ど
の
被
害
を
避
け
る
た
め
、

近
く
の
建
物
の
中
、
ま
た
は
地
下
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
近
く
に
適
当
な
建
物
等
が
な
い
場
合

は
、
物
陰
に
身
を
隠
す
か
、
地
面
に
伏

せ
て
頭
部
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

屋
内
に
い
る
場
合

▽
爆
風
で
壊
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
の
被

害
を
受
け
な
い
よ
う
、
で
き
る
だ
け
窓

の
な
い
部
屋
に
移
動
し
、
頑
丈
な
テ
ー

ブ
ル
の
下
な
ど
に
身
を
隠
し
て
、
頭
部

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
に
乗
っ
て
い
る
場
合

▽
燃
料
に
引
火
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

車
を
止
め
て
近
く
の
建
物
の
中
、
ま
た

は
地
下
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
周
囲

に
避
難
で
き
る
建
物
等
が
な
い
場
合
は
、

車
か
ら
離
れ
て
地
面
に
伏
せ
て
頭
部
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
高
速
道
路
を
通
行
し
て
い
る
と
き
な

ど
、
車
か
ら
出
る
と
危
険
な
場
合
に
は
、

車
を
安
全
な
場
所
に
止
め
、
車
内
で
姿

勢
を
低
く
し
て
く
だ
さ
い
。

■
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
収
集

▽
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
通
じ
て
情
報
収
集
に
努
め
、

行
政
か
ら
の
指
示
に
従
い
落
ち
着
い
て

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
は
市
HP
ま
た
は

内
閣
官
房
HP
「
国
民
保
護
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
防
災
安
全
課
〉

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

今月の各種相談窓口開設日　10/4 ～ 11/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 10日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線215 27日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 17日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ４日○水、11月１日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線309 17日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 26日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 19日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 27日○金13：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　10/4 ～ 11/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
10．8○日 ９：00～11：30 小真木原総合体育館（市民健康のつどい）

〃 13：00～15：00 〃
14○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30～16：00 　　　　〃
22○日 ９：00～15：00 小真木原公園（宅建協会不動産フェア）

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

28

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射

さ
れ
た
と
き
の
行
動
は

　弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
際
に
、

何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
不
安

で
し
た
。
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば

よ
い
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

速
や
か
な
身
を
守
る
行

動
が
大
切
で
す

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
発
射
か
ら
極
め

て
短
時
間
の
う
ち
に
到
達
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
の
領

土
・
領
海
に
落
下
す
る
可
能
性
が
あ
る

場
合
、
ま
た
は
通
過
す
る
場
合
に
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム︵
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
︶

で
防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
特
別
な
サ

イ
レ
ン
音
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
す
ほ
か
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

等
で
緊
急
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

QＡＪ
ア
ラ
ー
ト
と
は
津
波
や
地
震
な
ど
時

間
的
に
余
裕
の
な
い
事
態
に
関
す
る
情

報
を
国
が
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

122

　今は歌をメインに活動していますが、ギターを本
格的に始めたのは20歳を過ぎてから。歌を作るよ
うになったのはもっと後になってからです。元々思
ったことをすぐに口に出すことが得意ではなく、言
えなかった考えを形にしたくて、本を書いたり、絵
本を作ったり、絵を描いたりしていました。
　高校卒業後、都会への憧れから上京。資金が貯ま
ったので、いつかやってみようと思っていた日本一
周の旅に出ました。目的は特になく、とりあえず全
県制覇しようと自転車で出発。一緒に趣味程度に弾
いていたギターを担いで行きました。旅の最中、時
間があればギターを弾いていましたが、あるとき、
誘われて商店街のステージに立ちました。これが人
前で歌うようになるきっかけです。様々な所で歌う

中で「自作曲も作ってみたら？」と
言われ『もっけだの』を作りました。
地元のじいちゃんばあちゃんがしゃ
べっている様子を思い浮かべたら、

スラスラと歌詞を書くことができました。庄内の方
の前で歌うと、特に年配の方が笑ってくれます。
　あつみ小学校の校歌を作ってみないかと声を掛け
られたときは、そんな話が来るとは思いもしなか
ったので驚きましたが、面白そうだなと思いまし
た。お話をいただいた直後に考えてみたらすぐにア
イデアが浮かんできて、とても楽しく制作できまし
た。小学校で子供たちが歌っているのを聴きました
が、校歌として作った曲は子供たちの歌声で聴くの
が一番良いですね。
　庄内弁シンガーとして紹介されることも多いです
が、方言だけにこだわって歌を作っているわけでは
ありません。もちろん、歌の中には生まれ育った故
郷・菅野代が原風景として投影されている部分もあ
ります。でもこれからは方言ソング以外にもどんど
ん新しいことにチャレンジしていきたいと思ってい
ます。地元の方も含め、より多くの方の心に響くよ
うな歌や作品を作り上げることが私の目標です。

自分の考えを形にする、それが面白い

歌手、絵描き、絵本作家。小説『暴く者』、絵本『はこの
コバン』等を発表。その後、歌詞が全て庄内弁の歌『もっ
けだの』を発表し話題に。あつみ小学校開校に伴い、校歌
の作詞・作曲を手掛ける。８月18日に４枚目のアルバム
CD『蚊帳の外から』を発表。道の駅「あつみ」しゃりん
26周年記念イベント等出演のため来鶴。鶴岡市出身。

深
ふ か ま ち

街 エンジ さん

ステージイベントの様子（８月27日／道の駅「あつみ」しゃりん）
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■
速
や
か
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避
難
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動
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外
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い
る
場
合

▽
爆
風
な
ど
の
被
害
を
避
け
る
た
め
、

近
く
の
建
物
の
中
、
ま
た
は
地
下
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
近
く
に
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当
な
建
物
等
が
な
い
場
合

は
、
物
陰
に
身
を
隠
す
か
、
地
面
に
伏

せ
て
頭
部
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

屋
内
に
い
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場
合

▽
爆
風
で
壊
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
の
被

害
を
受
け
な
い
よ
う
、
で
き
る
だ
け
窓

の
な
い
部
屋
に
移
動
し
、
頑
丈
な
テ
ー

ブ
ル
の
下
な
ど
に
身
を
隠
し
て
、
頭
部

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
に
乗
っ
て
い
る
場
合

▽
燃
料
に
引
火
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

車
を
止
め
て
近
く
の
建
物
の
中
、
ま
た

は
地
下
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
周
囲
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避
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等
が
な
い
場
合
は
、

車
か
ら
離
れ
て
地
面
に
伏
せ
て
頭
部
を

守
っ
て
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だ
さ
い
。

▽
高
速
道
路
を
通
行
し
て
い
る
と
き
な

ど
、
車
か
ら
出
る
と
危
険
な
場
合
に
は
、

車
を
安
全
な
場
所
に
止
め
、
車
内
で
姿

勢
を
低
く
し
て
く
だ
さ
い
。

■
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
収
集

▽
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
通
じ
て
情
報
収
集
に
努
め
、

行
政
か
ら
の
指
示
に
従
い
落
ち
着
い
て

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
は
市
HP
ま
た
は

内
閣
官
房
HP
「
国
民
保
護
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
防
災
安
全
課
〉

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

今月の各種相談窓口開設日　10/4 ～ 11/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 10日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線215 27日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 17日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ４日○水、11月１日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線309 17日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 26日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 19日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 27日○金13：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　10/4 ～ 11/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
10．8○日 ９：00～11：30 小真木原総合体育館（市民健康のつどい）

〃 13：00～15：00 〃
14○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30～16：00 　　　　〃
22○日 ９：00～15：00 小真木原公園（宅建協会不動産フェア）

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

28

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316
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　今は歌をメインに活動していますが、ギターを本
格的に始めたのは20歳を過ぎてから。歌を作るよ
うになったのはもっと後になってからです。元々思
ったことをすぐに口に出すことが得意ではなく、言
えなかった考えを形にしたくて、本を書いたり、絵
本を作ったり、絵を描いたりしていました。
　高校卒業後、都会への憧れから上京。資金が貯ま
ったので、いつかやってみようと思っていた日本一
周の旅に出ました。目的は特になく、とりあえず全
県制覇しようと自転車で出発。一緒に趣味程度に弾
いていたギターを担いで行きました。旅の最中、時
間があればギターを弾いていましたが、あるとき、
誘われて商店街のステージに立ちました。これが人
前で歌うようになるきっかけです。様々な所で歌う

中で「自作曲も作ってみたら？」と
言われ『もっけだの』を作りました。
地元のじいちゃんばあちゃんがしゃ
べっている様子を思い浮かべたら、

スラスラと歌詞を書くことができました。庄内の方
の前で歌うと、特に年配の方が笑ってくれます。
　あつみ小学校の校歌を作ってみないかと声を掛け
られたときは、そんな話が来るとは思いもしなか
ったので驚きましたが、面白そうだなと思いまし
た。お話をいただいた直後に考えてみたらすぐにア
イデアが浮かんできて、とても楽しく制作できまし
た。小学校で子供たちが歌っているのを聴きました
が、校歌として作った曲は子供たちの歌声で聴くの
が一番良いですね。
　庄内弁シンガーとして紹介されることも多いです
が、方言だけにこだわって歌を作っているわけでは
ありません。もちろん、歌の中には生まれ育った故
郷・菅野代が原風景として投影されている部分もあ
ります。でもこれからは方言ソング以外にもどんど
ん新しいことにチャレンジしていきたいと思ってい
ます。地元の方も含め、より多くの方の心に響くよ
うな歌や作品を作り上げることが私の目標です。

自分の考えを形にする、それが面白い

歌手、絵描き、絵本作家。小説『暴く者』、絵本『はこの
コバン』等を発表。その後、歌詞が全て庄内弁の歌『もっ
けだの』を発表し話題に。あつみ小学校開校に伴い、校歌
の作詞・作曲を手掛ける。８月18日に４枚目のアルバム
CD『蚊帳の外から』を発表。道の駅「あつみ」しゃりん
26周年記念イベント等出演のため来鶴。鶴岡市出身。

深
ふ か ま ち

街 エンジ さん

ステージイベントの様子（８月27日／道の駅「あつみ」しゃりん）
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成29年８月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：128,899人
　　 （男：61,550人、女：67,349人）
　世帯数：48,750世帯

→
メ
ー
ル
は

　こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　こ
ち
ら
か
ら

鶴岡の風物や人々の暮らしについて、昔の写真と今の姿を比較しながら、その歴史をひもときます。

つるおかの写真で見る写真で見る写真で見る
隔月連載 今 昔

第11回 眼鏡橋と呼ばれて親しまれた 大 泉 橋

　
山
王
通
り
の
南
端
、
内
川
の
流
れ

が
東
に
向
い
た
所
に
架
か
る
大
泉
橋
。

江
戸
時
代
は
こ
の
辺
り
の
当
時
の
地

名
か
ら
「
荒
町
橋
」
と
い
う
名
前
で

し
た
。
か
つ
て
橋
の
た
も
と
に
は
酒

田
行
き
の
船
着
場
が
あ
り
、
か
の
松

尾
芭
蕉
も
こ
こ
か
ら
酒
田
に
旅
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
明
治
九
年
、
県
令
・
三
島
通
庸
は
、

長
い
間
使
わ
れ
て
老
朽
化
し
て
い
た

橋
の
架
け
替
え
を
進
め
、
完
成
し
た

橋
を
「
大
泉
橋
」
と
改
称
。
二
十
一

年
に
は
外
国
人
設
計
者
の
手
に
よ
っ

て
石
造
り
の
三
連
ア
ー
チ
橋
と
な
り
、

「
眼
鏡
橋
」と
呼
ば
れ
て
人
々
に
親
し

ま
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
大
正
期
に
入
る
と
馬
車

の
往
来
が
増
え
事
故
が
多
発
。
ま
た
、

橋
脚
が
川
の
流
れ
を
妨
げ
流
木
な
ど

が
引
っ
掛
か
り
、
し
ば
し
ば
洪
水
被

害
を
招
く
と
し
て
、
昭
和
六
年
に
現

在
の
形
の
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
期
に
右
岸
側
の

親
柱
が
撤
去
さ
れ
た
り
、
欄
干
が
鉄

パ
イ
プ
と
な
っ
た
り
し
た
時
期
も
あ

り
ま
す
が
、
平
成
二
十
三
年
に
元
の

石
造
り
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
川
の
曲
が
り
角
に
た
た
ず
み
、

川
の
流
れ
と
時
代
の
流
れ
の
変
化
を

見
て
き
た
大
泉
橋
は
、
今
日
も
行
き

交
う
人
々
の
人
生
を
見
つ
め
ま
す
。

■
問
合
せ
　
本
所
総
務
課
☎
25
‐
２

　
　
　
　
　
１
１
１
内
線
３
１
７

▲大正後期の往来

「写真で見る つるおかの今昔」は今回で一時休載します。ご愛読ありがとうございます。
来月からは荘銀タクト鶴岡（鶴岡市文化会館）で開催されるイベント等をお知らせします。

▲現在▲昭和６年頃

▲明治・大正期頃




